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『保険医の経営と税務（2002年版）』 『保険医の経営と税務（2002年版）』 
ご希望の会員に 

進呈 
医業に係わる確定申告の実務書として、また、医療を守る立場から、激変する

税務情勢を鮮明にし、これを医業経営に生かせるようにと、今年も改訂版が発行
されました。 

１章の医業所得の計算も、税務調査と関連させる観点から、申告、調査の流れ
を詳しく解説しています。 

主な内容 
■確定申告のポイント 
■第1章　医業所得の計算 
■第2章　開業・承継・閉院 
■第3章　相続税・贈与税 
 

■第4章　医療法人 
■第5章　共済制度と税金 
■第6章　地方税 
■確定申告の記載例 

※ご希望の会員には1冊無料でお送りします。 
　電話・FAX・E-mailなどでお申し込み下さい。 
　（先着200人様） 

B5判・143頁　定価1,500円（送料共） 

■お問い合わせ・お申し込みは協会事務局まで ―なるべくFAXをご利用ください― 

 FAX（076）231‐5156 TEL（076）222‐5373 E-mail： ishikawa-hok＠doc-net.or.jp

深
い
内
容
の
発
表
で 

医
療
の
未
来
に
展
望
が 

理
事
　
小
川
　
滋
彦（
金
沢
市
・
内
科
） 

会員デビュー 
講演・シンポジウム 

第2回 一
月
二
十
四
日
（
木
）
都
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、「
第
二
回
会

員
デ
ビ
ュ
ー
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
企
画
は
、
比
較
的
最
近

に
開
業
医
に
な
っ
た
新
し
い
会

員
三
人
に
「
ど
う
い
う
夢
を
感

じ
て
開
業
医
に
な
っ
た
の
か
」

「
こ
れ
ま
で
の
足
跡
と
こ
れ
か

ら
何
を
し
た
い
の
か
」
を
約
二

十
分
ず
つ
ご
講
演
い
た
だ
き
、

最
後
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で

参
加
者
と
意
見
交
換
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
会
員
が
お
互
い
に

刺
激
し
合
い
、
親
睦
を
深
め
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

演
題
一
は
、
内
科
の
三
宅
靖

氏
（
二
〇
〇
一
年
三
月
開
業
）

に
よ
る
「
当
院
の
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
治
療
の
現
状
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
お

父
様
と
開
業
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
て
の
多
数
例
の
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
を
解
析
さ
れ
た
ご

講
演
で
あ
っ
た
。
季
節
変
動
な

ど
の
検
討
か
ら
得
ら
れ
た
「
真

夏
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
」
の

考
察
は
、
身
近
な
症
例
か
ら
学

ぼ
う
と
す
る
開
業
医
な
ら
で
は

の
臨
床
研
究
の
在
り
方
を
指
し

示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

慢
性
咳
嗽
の
代
表
格
で
あ
る
ア

ト
ピ
ー
性
咳
嗽
の
治
療
の
コ
ツ

は
、
こ
の
疾
患
が
日
常
臨
床
で

意
外
と
よ
く
遭
遇
す
る
こ
と
も

あ
り
、
大
変
た
め
に
な
っ
た
と

い
う
参
加
者
の
声
が
聞
か
れ

た
。演

題
二
は
、
精
神
科
の
奥
田

宏
氏（
二
〇
〇
一
年
四
月
開
業
）

に
よ
り
「
ひ
ろ
メ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
の
ア
ル
コ
ー
ル
医
療

の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
治
療
へ
の

熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
い

た
。
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と

豊
富
な
レ
ジ
ュ
メ
を
用
い
て
示

さ
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の

診
断
・
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
か

ら
、
開
業
後
九
カ
月
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
で
の
治
療
成
績
は
、
こ
の

疾
患
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め

る
の
に
十
分
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
一
般
病
院
か
ら
も
多
く
の

紹
介
者
が
あ
る
こ
と
は
氏
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
独
自
性
を
如
実
に

物
語
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
よ

う
。
断
酒
会
の
連
絡
先
一
覧
な

ど
手
元
に
保
存
し
て
お
き
た
い

関
連
資
料
も
見
逃
せ
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。

演
題
三
は
、
内
科
の
竹
田
康

男
氏（
一
九
九
九
年
四
月
開
業
）

に
よ
り
「
開
業
医
に
お
け
る
総

合
診
療
部
学
生
実
習
の
現
状
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。
金
沢
大
学
講
師
時
代
に
ク

ロ
ー
ン
病
・
潰
瘍
性
大
腸
炎
な

ど
の
難
病
に
取
り
組
ん
で
来
ら

れ
た
氏
は
、
働
き
盛
り
の
青
年

層
に
多
い
こ
れ
ら
患
者
の
社
会

生
活
に
心
を
砕
き
、
開
業
医
の

道
を
決
意
さ
れ
た
こ
と
、
臨
床

が
本
当
に
好
き
で
た
ま
ら
な
い

こ
と
、
そ
し
て
現
在
、
ク
リ
ニ

ッ
ク
で
金
沢
大
学
総
合
診
療
部

学
生
実
習
を
預
か
る
立
場
で
の

現
代
医
学
生
気
質
な
ど
を
、
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
講
和
ス
タ
イ
ル

で
語
ら
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
開
業

医
が
医
学
生
に
と
っ
て
良
き
模

範
で
あ
り
続
け
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら

ば
、
何
か
と
批
判
の
多
い
現
代

の
医
療
を
よ
り
良
い
も
の
に
し

う
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
い

う
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
講
演

で
あ
っ
た
。

前
回
同
様
、
こ
じ
ん
ま
り
と

二
十
人
程
度
の
参
加
者
で
は
あ

っ
た
が
、
非
常
に
深
い
内
容
の

会
で
あ
り
、
次
回
が
期
待
さ
れ

る
。
わ
れ
こ
そ
は
、
と
い
う
方

は
ご
一
報
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
三
人
の
演
者
に
は
保

険
医
新
聞
三
月
号
よ
り
発
表
内

容
の
ご
執
筆
を
い
た
だ
く
予
定

で
あ
る
。

囲 

解 
答 

碁 

白5が皮肉な手でコウになります。 

（問題は12面にあります） 
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パネラーは、左から竹田康男、奥田宏、三宅靖の各氏と
司会を勤めた小川滋彦理事

20人が参加して開かれた会員デビュー講演・シンポジウム

新
春
最
初
の
理
事
会
は
十

一
人
の
参
加
の
も
と
、
昨
年

暮
れ
の
石
川
銀
行
の
破
綻
に

対
す
る
協
会
の
迅
速
な
対
応

と
そ
の
後
の
反
響
に
つ
い
て

の
報
告
が
あ
っ
た
。
県
と
北

陸
財
務
局
、
県
信
用
保
証
協

会
へ
の
石
川
銀
行
融
資
利
用

者
の
救
済
措
置
申
し
入
れ
な

ど
は
す
で
に
地
元
新
聞
紙
上

で
周
知
の
通
り
だ
が
、
新
し

い
融
資
受
け
入
れ
先
と
し
て

会
員
に
便
宜
を
図
る
よ
う
、

地
元
有
力
銀
行
に
協
会
を
通

し
て
依
頼
す
る
こ
と
が
話
し

合
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
今
後

同
様
な
問
題
が
全
国
で
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

一
月
二
十
六
・
二
十
七
日
開

催
の
保
団
連
定
期
大
会
で
石

川
協
会
か
ら
発
言
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

ま
た
、
懸
案
の
医
療
制
度

改
革
案
へ
の
反
対
運
動
は
、

患
者
会
な
ど
八
団
体
で
協
力

し
て
展
開
し
て
い
る
が
、
北

國
新
聞
へ
の
二
十
六
万
枚
の

チ
ラ
シ
折
り
込
み
が
了
承
さ

れ
た
。
来
る
二
月
二
十
三
日

の
定
期
総
会
に
お
い
て
も
、

公
開
記
念
講
演
と
し
て
お
な

じ
み
の
金
沢
大
学
経
済
学

部
・
横
山
壽
一
教
授
が
「
小

泉
構
造
改
革
と
医
療
制
度
改

革
」を
語
ら
れ
る
予
定
だ
が
、

同
日
は
廃
止
予
定
の
「
二
百

五
円
ル
ー
ル
」
対
策
の
会
員

懇
談
会
も
提
案
さ
れ
た
。
社

会
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
時
に

は
、
理
事
会
も
色
め
き
立
つ

の
だ
、
を
実
感
し
た
。

【
小
川
　
記
】

理事会点描 第16回 

（1月15日・11人出席） 



昨
年
の
明
る
い
話
題

は
と
考
え
て
思
い
つ
い

た
の
は
、
ハ
ン
セ
ン
病

元
患
者
の
方
々
の
顔
で

あ
っ
た
。
熊
本
地
裁
で

の
国
家
賠
償
訴
訟
で
元

患
者
側
が
勝
訴
し
、
続
い
て
元
患
者

全
員
の
補
償
と
人
権
の
回
復
を
目
指

す
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
国
が
合
意
し
た
。

昨
年
、
ハ
ン
セ
ン
病
訴
訟
全
国
原

告
団
団
長
代
理
の
こ
だ
ま
さ
ん
は
金

沢
と
羽
咋
に
、
金
沢
出
身
の
浅
井
あ

い
さ
ん
も
寺
井
と
金
沢
に
来
ら
れ
、

お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
っ
た
。
故
郷

に
温
か
く
迎
え
る
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
浅
井
さ
ん
に
は
金
大
付
属

中
学
校
か
ら
六
十
六
年
遅
れ
の
卒
業

証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

お
二
人
か
ら
、
幼
児
期
以
外
は
感

染
の
危
険
が
な
い
の
に
外
見
の
醜
さ

か
ら
神
（
天
皇
）
の
国
に
存
在
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
で
無
ら
い

県
（
患
者
絶
滅
）
運
動
が
遂
行
さ
れ

た
こ
と
、
療
養
所
で
は
治
療
は
な
く

食
事
支
度
や
介
護
か
ら
遺
体
の
埋
葬

ま
で
全
て
患
者
の
強
制
労
働
で
あ
り

職
員
は
監
視
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
、

従
わ
な
い
者
は
独
房
に
入
れ
ら
れ
た

こ
と
、
命
を
か
け
た
ハ
ン
ス
ト
に
よ

っ
て
や
っ
と
プ
ロ
ミ
ン
に
よ
る
治
療

が
始
ま
っ
た
こ
と
、
自
主
的
な
学
校

を
つ
く
り
読
み
書
き
や
世
の
中
の
動

き
を
勉
強
し
た
こ
と
、
無
知
や
誤
解

そ
し
て
抑
圧
と
戦
う
こ
と
に
よ
っ
て

人
間
性
を
回
復
し
た
こ
と
、
な
ど
を

伺
っ
た
。「
こ
の
病
気
に
な
っ
て
か

ら
誰
も
自
分
に
将
来
何
に
な
る
の
と

聞
か
な
く
な
っ
た
」「
ハ
ン
セ
ン
病

に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
今
は
思
っ
て

い
る
、
傲
慢
な
人
間
に
な
ら
ず
に
す

ん
だ
」「
ひ
た
す
ら
本
を
読
み
な
ぜ

差
別
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
た
と

き
生
き
る
力
を
得
た
」「
視
力
を
失

っ
て
も
命
あ
る
限
り
、
詩
を
作
り
真

実
を
伝
え
る
新
聞
を
配
り
続
け
た

い
」と
い
う
言
葉
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

国
は
合
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
差
別

を
無
く
す
た
め
の
国
民
教
育
を
怠
っ

て
い
る
。
医
師
や
医
療
関
係
者
を
含

む
少
な
く
な
い
人
々
が
元
患
者
た
ち

を
支
え
励
ま
し
続
け
て
き
た
が
、
私

た
ち
を
含
め
多
く
の
医
師
は
無
知
で

あ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
の
差
別
と
虐
待

が
戦
後
の
憲
法
下
で
も
続
い
た
理
由

に
専
門
医
学
者
の
見
解
の
誤
り
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

差
別
を
作
り
存
続
さ
せ
た
責
任
に

つ
い
て
徹
底
的
に
議
論
し
再
び
起
こ

さ
な
い
決
意
を
し
な
い
限
り
、
こ
れ

か
ら
も
形
を
変
え
た
差
別
に
加
担
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
国
や
医

師
・
医
学
会
が
果
た
し
た
（
果
た
せ

な
か
っ
た
）
責
任
に
つ
い
て
問
う
作

業
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

保
団
連
第
三
十
八
回
定
期
大

会
は
、
幕
張
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

を
会
場
に
開
か
れ
た
。

今
回
の
代
議
員
会
で
の
「
石

川
銀
行
の
破
綻
と
同
行
融
資
利

用
者
へ
の
支
援
」
に
つ
い
て
の

発
言
は
、
今
の
日
本
の
金
融
不

安
へ
の
問
題
提
起
と
し
て
注
目

す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

中
で
も
、
石
川
県
に
対
し
手

数
料
の
軽
減
措
置
や
過
重
な
条

件
付
与
を
や
め
る
こ
と
と
、
県

の
金
融
円
滑
化
特
別
融
資
制
度

の
周
知
徹
底
と
信
用
保
証
協
会

の
保
証
料
を
県
が
利
子
補
給
す

る
こ
と
の
二
点
を
申
し
入
れ
た

と
こ
ろ
、
県
が
上
記
制
度
の
説

明
会
を
開
催
す
る
こ
と
、
さ
ら

に
金
沢
市
が
融
資
一
千
万
円
ま

で
の
信
用
保
証
協
会
の
保
証
料

の
全
額
、
二
千
万
以
上
は
半
額

を
補
助
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
金
沢
市
以
外
の
市
町
村

に
も
助
成
措
置
の
拡
大
を
求
め

て
地
元
マ
ス
コ
ミ
各
社
に
報
道

の
依
頼
を
し
た
と
こ
ろ
、
翌
日

の
朝
刊
に
協
会
の
申
し
入
れ
と

取
り
組
み
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

当
協
会
は
、
受
け
皿
予
定
の

金
融
機
関
に
対
し
、
石
川
銀
行

の
融
資
利
用
者
が
借
り
入
れ
先

を
変
更
す
る
際
の
手
数
料
の
軽

減
措
置
と
貸
し
出
し
利
率
を
引

き
上
げ
な
い
よ
う
に
追
加
担
保

を
要
求
し
な
い
要
請
も
同
時
に

行
っ
た
の
で
あ
る
。
当
協
会
の

発
言
は
実
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
も

の
で
、
保
団
連
の
浅
井
副
会
長

を
し
て
「
す
ば
ら
し
い
取
り
組

み
で
、
石
川
協
会
の
活
動
の
す

ば
ら
し
い
成
果
」
と
の
賛
辞
を

い
た
だ
い
た
。

最
後
に
今
期
を
も
っ
て
退
か

れ
る
鮫
島
会
長
が
総
括
と
ま
と

め
を
さ
れ
た
が
、
高
齢
者
の
完

全
一
割
負
担
に
は
真
っ
向
か
ら

反
対
さ
れ
、
さ
ら
に
四
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
診
療
報
酬
の
引

き
下
げ
に
も
強
く
反
対
さ
れ

た
。個

人
的
意
見
で
あ
る
が
、
日

本
中
の
こ
の
未
曾
有
の
構
造
不

況
の
中
で
診
療
報
酬
点
数
引
き

上
げ
を
要
求
す
る
に
は
、
わ
れ

わ
れ
医
療
人
も
明
確
な
理
由
づ

け
が
絶
対
条
件
で
あ
ろ
う
。
さ

も
な
い
と
国
民
の
支
持
を
取
り

付
け
る
の
は
極
め
て
難
し
い
と

思
わ
れ
る
。

診
療
報
酬
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
、
京
都
の
森

先
生
が
「
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト

誌
に
保
団
連
の
意
見
広
告
を
載

せ
た
ら
ど
う
か
？
」
と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
た
が
、
氏
の
言
わ

れ
る
よ
う
に
米
国
の
エ
ク
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
が
W
P
誌
を
愛
読
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
掲
載
す
る

こ
と
に
よ
る
米
国
市
民
へ
の
反

響
は
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ

る
。
昨
年
の
田
中
真
紀
子
氏
ら

「
国
会
議
員
の
会
」
が
京
都
議

定
書
に
批
准
し
な
い
米
国
の
姿

勢
を
訴
え
て
、
同
誌
に
四
分
の

一
の
意
見
広
告
を
載
せ
た
ら
、

読
者
か
ら
一
万
を
超
え
る
メ
ー

ル
が
同
会
に
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

か
ら
も
、
そ
の
効
果
は
少
な
く

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り

小
さ
い
投
資
で
最
大
の
効
果
を

上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
保
団

連
も
一
考
の
価
値
は
あ
る
と
思

う
。
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ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
が
勝
訴 

差
別
を
作
り
、存
続
さ
せ
た 

　
　
　
国
・
医
学
者
の
責
任
明
ら
か
に 

第38回 保団連定期大会 

大平　三四郎（金沢市・歯科） 

石
川
県
知
事
に
提
出
し
た
申
入
書

2002年１月10日

石川県知事　谷本正憲　様

石川県保険医協会
会長　高松　弘明

石川銀行の経営破綻問題についての申入書
新春の候、貴職におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
さて、当会は県内の医師、歯科医師950人で構成する開業保険医の団体で、会員の生活と

経営を守り、地域医療を維持発展させるために諸々の活動を行っています。
昨年暮れの石川銀行の経営破綻に際して、県当局が逸早く相談窓口を開設し、緊急時の

金融円滑化特別融資制度を創設されたことに感謝いたします。
ご存知のように県内の開業医のなかでは石川銀行のシェアは北國銀行に次いで多く、同

行と取引したり、資金を借り入れている会員がたくさんいます。同行の経営破綻により、
資金繰りの切迫や連鎖倒産が起きないよう、「医療の公共性」を踏まえ、十分な財政支援と
行政指導を強めていただくよう要望いたします。

石川銀行の経営破綻は医療機関だけでなく県内のあらゆる業種に深刻で多大な影響を及
ぼしており、金融監督庁や北陸財務局など当局の責任とその解決策が問われています。

今後、石川銀行の融資利用者は「受け皿」金融機関はじめ他行への借り入れ先の変更を
余儀なくされますが、下記の事項について県当局が特段の指導を行っていただくよう申し
入れます。

記
一、石川銀行の融資利用者が他行に借り入れ先を変更する場合に手数料の軽減措置を設ける

とともに、貸出利率の引き上げや追加担保など過重な条件付与とならないよう指導すること。
一、石川県の金融円滑化特別融資制度を広く県民に周知するとともに、石川県信用保証協会の

保証料について、県として利子補給の措置を行うこと。

（事務局連絡先） 〒920‐0902 金沢市尾張町1丁目9番11号　石川県保険医協会
電話 076－222－5373 FAX 076－231－5156

石川銀行破綻についての取り組みを
報告する大平三四郎理事

1月26日、27日の両日にわたって開かれた第38回保団連定期大会
総勢326人が出席し、向こう2年間の活動方針などを討議
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医療改悪に反対する

県民大集会
2月16日（土）
15:00～17:00

日時

文教会館ホール
（尾山神社近く）

場所

◇各界各分野からの
決意表明
◇各界各分野からの
応援スピーチ

内　容

医療保険制度の改善方向私達の提案

政府は、医療保険財政が大変だから医療改悪が必要だと言っています。お金がないわけで

はありません。使い方が問題なのです。わたしたちは医療保険財政の改善を提案します。

その1

その3

その2
ムダな公共事業費を削り、医療
への国庫負担をもとに戻せば、
医療保険の赤字は解決します。

税金の使い方を
「改革」すれば財源はあります

世界一高い薬価を欧米並みに
5％引き下げれば1.5兆の節約

（異常に高い薬剤比率）

医療費の中の薬剤比率が高い

ドイツ

同じ効能で安い
後発品に替えれ
ば薬剤費を

も可能。

国と地方が1年間に使う税金

日　本

12.3％
21.1％

その原因は費用の高い新薬が多いため

ドイツ

日　本

0.3兆円

3.5兆円

一般薬 新薬

医療保険制度の改善方向

公共事業

50兆円
社会保障

20兆円

1兆円削減

医療制度改革案に反対する石川いのちを守る会
金沢市尾張町1-9-11 石川県保険医協会内　TEL.076-222-5373

石 川 県 腎 友 会
石川県糖尿病協会
石川県民主医療機関連合会
石川県保険医協会

石川県喘息友の会
石川県健康友の会連絡会
石川県医療労働組合連合会
石川県社会保障推進協議会

安心して暮らせる社会のために
力をあわせて医療改悪（案）をやめさせましょう！

安心して暮らせる社会のために
力をあわせて医療改悪（案）をやめさせましょう！
政府は医療保険制度の改悪を2002年から実施しようとしています。これが実施されると国民の健康といのちを守ることが困難になり

ます。お金持ちもそうでない人もいのちの重さは平等です。いのちの平等を脅かす医療改悪案を力をあわせてやめさせていきましょう！

サラリーマ
ンが

たいへん
！たいへん
！ 事例

心臓病・高血圧　
58歳
1回通院

事例1
糖尿病（自己注射） 通院1日

負担増は3,840円

1年では46,080円の負担に

サラリーマンの保険料は2003年からはボーナスからも
毎月の保険料と同じ率で徴収されます。

（事例）

月収30万

賞与4.5ヶ月の場合

0.3％
ボーナス保険料 現在

4.15％に
4,050円 56,025円

51,975円の増加

改悪後

s

現行 改悪案 

8,510円 

12,760円 

1.5倍 

+4,250円 

外来も入院も
▼

3割負担

保険料も
▼

大幅引き上げ

高齢者が

たいへん
！たいへん
！

●外来では、上限は12,000円、低所得者は8,000円
●入院では、40,200円まで負担
●高所得者（夫婦で年収630万以上）は2割負担に

70歳以上の
医療費は1割だが

負担は
4倍以上
になる！

800円
現行

4,640円
改悪後s 5.8倍

事例2
慢性気管支炎　通院3日

負担増は9,600円

1年では115,200円の負担に

2,400円
現行

12,000円
改悪後s 5倍

〈注〉上記は、北國新聞1月28日付に折込んだチラシ署名です。
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◆年金生活ですが介護保険料を差し
引かれ少なくなった年金でどうにか
生活をしております。今後医療費負
担が上がると、生活が心配になり引
き上げには絶対反対です。
◆年金生活の私たちには、医療費保
険税の負担増はとても苦しいです。
◆平成元年手術を受けて命はあり自
分のことも出来、家庭菜園も出来ま
すが、年々衰え始め入退院のあり様、
医療費は国庫年金で足りず、蓄えも
底をつき、先行真暗、その上老人ホ
ームに親もお世話になっておりま
す。真実を誰に聞いてももらえずこ
の一枚に祈る思いで申します。69才
老人女。
◆日常の食品､生活用品など広告を
見て安価な物を求めている中、介護
保険料や医療にかかる金額は大変で
す。何とかしてほしいです。
◆高齢者の生活を脅かす医療改革案
は正に悪政と云わざるを得ない－、
速やかにやめて下さい。いのちの重
さは大切です。
◆この不況の中、給料も上がってい
ないのに医療費が上がるとはとんで
もないことだ。国も苦しいかもしれ
ないが、私達、毎日の生活も苦しい
のだから・・・
◆家族が病気で通院して通院のバス
もなくなる。仕事も体が無いと続か
ない。収入がなく、医療費は上がる
不安な毎日が続き、ストレスでまた
病気のくり返し。
◆主人リストラで失業中。前途（職
業）がわからないので不安でいっぱ
いです。
◆どうして生きていくか！（先がみ
えない）私は年金受給者です。老後
期に備え退職金の一部を大切に預金
してきましたが、息子の生計が苦し
くなり、孫娘2人の（高、大）学費
も負担せざる得なくなり、また介護
保険料の支出もあり、心筋梗塞の医
療費が更にかさんでは、どうしてい
いか困っています。
◆保険料等の負担が多くなると生活
が大変です。学費、食費が一番かか
る時なので政府等で勝手に決められ
るのはイヤです。一度、一般市民に
なって一年程、生活してみて！　ど
うしてお金の負担ばかりが増えるの
ですか？
◆思いがけない疾病で、一家の生計
が成り立たなくなる。そして、後に
は借金が残る。これは一般的な家庭
で起り得ること。医療を金もうけの
手段としてはいけない。薬剤費や医
療費をさらに下げること。
◆若い私達のような主婦は子供が

（5才以上）病気で病院へ連れて行こ
うと思っても金がなく、治療も入院
もさせられないことになる。大変不
安。これで改革なのですか！（国会

議員も含め）金のある人は保険に入
れるが金のない人は死ねと言ってい
るのと同じです。
◆主人は身障特1級、孫は喘息、私
は非課税並みの低所得、退職した時
に泣く泣く60万円近くの支払いをし
て退職者被保険者証を獲得したのに
あれは何だったのでしょうか。私達
が生活（一生涯の）設計をしなけれ
ばならない頃、老人医療費は60才よ
りでした。私は、64.5才。どうすれ
ばいいの!!生命保険など上記基準に
合わせて加入。

◆税金の使い方を考えてほしい。低
所得者も高額所得者も皆同じ人間だ!!
◆これ以上医療費があがると病院へ
行けなくなります。よろしくお願い
致します。
◆悪議員をやめさせて議員数を減ら
したらどうですか？　税金のムダ使
いをやめて下さい!!今の社会は平等
ではなく弱い者いじめです。機密費
なんてあんなにたくさん必要です
か？私達は一生懸命働いても高級料
亭や高級ワインなんて高価で飲食で
きません。

◆これ以上の負担は、いりません。
家にも70才以上のとしよりもいる。
いらない公共事業なんかはしないで
ほしい。冬になると、道路をほった
り、うめたり毎年、同じことをして
いる。しかも、毎年同じところを、
もう、うんざりです。国家公務員の
給料もボーナスも高すぎる。それに
いらない残業も多すぎる。税金も高
い国民の負担を増す前に自分たちの
給料やボーナスの多いことを改善し
てほしい。今の議員や国のトップに
立つ人にも腹が立つ。子供じゃある
まいし、いったいわない、あげくの
はては、涙でごまかす、もってのほ
かだ、まだまだ、言いたいことはあ
る。小泉も国民のことを考えている
というが、国民を今は、くるしめて
いるだけ、もっと、しっかりと国民
の声を聞け、バカやろー。
◆議員の方何を考えているのかね。
少し国民のことも考えて下さい。選
挙の時ばかり立派なことばかり言っ
てさあ!!

◆善政を希望します。私達高齢者は
自己の健康管理に関しては特別の努
力をしておりますが、いかんせん好
きと好まざるに関わらず、医院との
ハシゴとなってが現実の姿です。決
して好きとヒマつぶしで通院しては
おりません。今日まで大きな負担に
耐えて参りました。これ以上、イジ
メないで下さい。
◆賃金の昇給なし、ボーナスのカッ

ト、リストラぎりぎりの生活をして
いる私たちにこれ以上負担をさせな
いで生活できなくなります。
◆今ある病気で治療していますが、
大変に高額（２割負担）で４月国保
になれば更に高くなり、生活が圧迫
されます。
◆年寄りで収入も限定しているの
に、これ以上生活に苦しむ（年寄り
いじめの政策に断じて許せぬ）。

◆これから、年金の生活になると、
医療費の大幅引き上げになると、お
金のない人は、病院にいかれません。
お金のない人は、家で死んでいくこ
とになります。
◆年金生活者には、これ以上負担が
多くなれば病気になっても、病院も
入院もできなくなり、小泉さんはび
んぼう人は死ねと言ふことでせうか。
◆医療費upに伴い、若年者の受診
率が減り早期の治療や発見が遅くな
り、かえって財政に負担をかけるこ
とにならないか。成人病特に糖尿病
患者がますます増える方向にきてい
ます。また、税金の、ムダ使いがあ
りありとわかるのに医療・福祉にホ
コ先をむけるのはおかしい!!

◆医療費が高く検査も受けにくいで
す。70才、高齢者です。
◆8年ぶりに保険で歯の治療をお願
いしています。その間会社は毎月健
康保険料27,300円の掛け金を支払い
しています。８年間一度も保険証を
使ってません。ずいぶん高い掛け金
の支払いをしていると考えます。※
３割負担は絶対反対です。
◆もうすぐ70才になって、医療費の
負担が軽くなると楽しみにしていた
が、その年令を75才に引き上げ、そ
れまでの負担を2倍にするとは、年
金暮らしの者にとっては、病院に行
けなくなってしまいます。
◆これ以上の引き上げをするとロー
ン返済や生活が出来なくなる。

◆毎月多額の厚生保険を夫婦共働き
で支払っています。私達が年金をも
らえる時は本当にあるのでしょう
か？せめて③の保険料の引き上げは
絶対やめて下さい。無駄な税金の使
い方を改めれば医療は助かります。
◆失政のツケを国民負担させる政治に
失望する。私達国民が医療制度の改革
を真剣に対処すべき刻と思考する。年
金生活者と若者達の未来を考えろ。
◆ケガや病気になってしまった時で
も安心して医療が受けられると信じ
て、毎月保険料をおさめているのに、
働き盛りの時も、高齢になってから
も保険料や負担率が多くなるので
は、あまりありがたい保険とはいえ
ない。せっかく国民皆保険という世
界に誇れる制度があるのに、運用の
仕方がへたなのでないか。国民の健
康は国の財産です。運用内容を見直
し、被保険者への負担増はしないよ

うにおねがいします。
◆少々の年金で食べて行けず70才迄働
かねばと一心して働きましたが、年間
47万で保険と（介護）だけでもびっく
りする程引かれこれ以上医者代は取ら
れたくありません（反対）です。

◆限られた収入で、ムダをせず、切
りつめて生活をしている国民は大半
です。国の税金の使い方には怒りで
いっぱいです。これ以上国民から又、
さらにしぼりとるのですか！
◆いつも思いますが、日本の政治や
政治家達は自分達の国や国民を守る
という気持ちがないように感じま
す。一方に随分と無駄遣いしたり、
元外務省の人のように勝手に５億円
使ったりする余裕があるのならこっ
ちに回してと言いたい。
◆税金を何にあてているのか一般市
民にはわかりかねる部分が多すぎ
る。公共事業とひと言で言われても、
なぜ、本当に?! 明確ではない。赤
字になると、なぜ一般市民がきつい
思いをしなければいかないのか…公
共事業費を考えてほしい。
◆外務省の役人の国民の税金の無駄
遣いする金があったらそちらの方に
廻してもらいたい!!

◆今、社会は本当にきびしくなってい
ます。40代の私達（子ども達）が老い
ていくころ年金もどうなるか分らず、
身体が資本なのに保険料、医療費も引
き上げとなれば不安ばかりがつのりま
す。見直さなければならないことが
多々あるのではないですか？
◆絶対許すな！これ以上医療制度や
福祉制度が劣悪になれば、日本は駄
目になる。小泉内閣はこれまでにな
い恐ろしい内閣。
◆一部官僚、利権政治の先生方、低
年金生活者・低所得者の目線で改革
を考えて下さい。
◆小泉首相にだまされるな。
◆医療制度の改悪は国そのものの

「破壊」につながります。

◆主人は海軍兵士でした。戦後裸一
貫から一生懸命働いてまいりまし
た。もう83才と76才になりましたが、
後わずかの余命を安心して暮らせる
世の中にして下さい。2人の息子が
おりますが、会社の倒産により、苦
労しております。まだ50代の働き盛
りですが仕事がありません。働きた
い者が働ける住み良い社会にして下
さい。お願いします。

◆医療保険制度が年々、改悪されて
いくようで不安です。社会保障の方
に税金を使っても（又増えても）殆
どの国民は文句を言いません。
◆絶対反対!!「痛みを伴う改革」の
名言のもとに医食住の人間としての
３大保護の原則をおびやかす政治は
なにも生み出しません！

社会保障に税金を!

仕事がない!

恐怖の小泉内閣!

ムダをやめて!

若者の未来を考えろ!

保険料も高すぎる!

病院に行けなくなる!

病人をいじめないで!

もっと国民の声を聞け!

低所得者も人間だ!

生活できなくなる!

─約1,000通の中から抜粋。誤字・脱字のみ訂正─
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医療改悪反対の賛同署名、会員過半数を超える 医療改悪反対の賛同署名、会員過半数を超える 
「日本の医療を破壊する医療改革計画の撤回を求める要請書」への賛同者が昨年末に会員の過半数を突破しました。石川協会の会員の活動参加率で、過

半数を突破したのは今回が初めてです。この連名要請書は、2月14日の保団連国会行動の際に下記のところに提出します。下記、連名要請書への賛同者氏

名を掲載します。

＜要請先＞ 内閣総理大臣、厚生労働大臣、各政党、県選出国会議員

＜賛同者＞ 会員481人；50.8%（医科会員374人；54.7％　歯科会員107人；40.3%）

四十住伸一

浅井　恭一

朝野勇太郎

旭　　敏秋

莇　　昭三

莇　也寸志

東　　伸也

油尾　俊一

阿部　吉晃

荒井　邦夫

荒木　澄夫

粟野　利雄

安藤　　明

安藤　良一

飯森　又郎

井海江利子

猪飼　純市

池田　清司

池野　恒久

池本　和彦

井沢　宏夫

石垣　　司

石黒　栄紀

石田　一樹

石田　　皎

石野　　洋

伊東　哲郎

伊藤　　博

伊藤　基夫

稲坂　　暢

犬丸　幹夫

井上千佳子

井口　英樹

井端　孝義

今村　裕信

井村　　優

岩瀬　俊郎

鵜家　　透

上田　恵一

上田　龍男

上田　良成

魚岸　　誠

浮田　俊彦

浮田　　鎮

牛村　　繁

内田　　実

生方　　彰

梅田　俊彦

上棚　直人

江守　道子

円山　恵子

大石　博司

大川　義弘

大神　規夫

大倉　永央

太田　紘人

太田　真人

太田　　豊

大貫　善信

大野　健次

大野　秀棋

大野　賢朗

大橋　　裕

大場　　昭

大平三四郎

大平　政樹

大森久仁子

大森　　肇

大森　英世

大矢　甚祐

大谷　溥子

岡田　博司

岡部　浩一

岡村　利勝

丘村　　誠

岡本　　力

岡本　俊樹

岡山　欣彦

小川　滋彦

小川　隆彦

沖野　栄蔵

奥山　悦朗

小竹　秀夫

小竹　　洋

小野木　豊

小原　　修

織部　芳弘

加々美孝嗣

掛村　千吾

勝木　育夫

勝木　建一

勝木　道夫

加藤　　修

加藤　佐敏

加藤　彰一

加藤　真一

加藤日出治

加登　康洋

加藤　義博

角　　邦人

角家　丕子

金田　平夫

金戸　善之

加畑　寿明

蒲田　志朗

紙谷　四郎

上出　秀夫

上出　文博

上原　時雄

加茂　　淳

狩野　宏成

刈谷　裕彦

川口　博治

川谷　徹夫

川西　徹郎

河村　　勲

岸谷　正雄

岸本圭太郎

喜多　　徹

北市　信行

北川　浩文

北川　義展

北川　亮二

北田　博久

北野　博嗣

北村　徳治

北村　　康

北本　充弥

北山　吉明

木戸　哲也

木戸　　久

木下　弘治

木下　　勝

木村　兼朗

木村　政徳

木元喜久治

清光　義則

金原　武司

瘧師　信洋　

草山　和人

楠沢　　修

久藤　豊治

国下　正英

久保　隆之

久保　敏隆　

久保　　登

久保　良美

熊谷　公利

倉知　　裕

小泉伊左夫

河野　　晃

香林　正治

国分　信弥

小坂　　進

小坂　輝彦

小島　　潔

小島　貞雄

小島　正嗣

小西　堅正

小西　敏春

小林　三郎

小森　　貴

紺井　忠弥

紺谷　昭哉

近藤　邦夫

近藤　俊彦

近藤　政子

斉藤　典才

西東　康夫

酒井　　章

榊原　茂雄

坂本　茂夫

酒勾　　大

相良　光貞

崎川　重男

桜井　秀明

佐藤　　清

佐藤ひろみ

佐藤　牧子

真田　宏治

佐野　耕二

佐原　吉博

佐分美代子

三治　秀哉

塩谷　昌彦

塩村　　太

柴山　真介

渋谷　浩美

島　　隆雄

嶋　　裕一

清水　清人

清水　　了

清水　泰平

清水　　巍

清水　　仂

勝二　栄一

白井清一郎

白石　貴城

白崎　良明

白藤　　勲

申　　東奎

新　　正浩

新谷　壽久

新谷　博明

新保　　明

新村　康二

新本　達也

定梶　裕司

定梶　　龍

杉本　康樹

鈴木　雅夫

炭谷　治郎

清酒　外文

瀬川　秀隆

世戸　敏明

瀬野　　孝

千田　恭恵

袖本　幸男

帯刀　裕之

高　　敏洋

高　　義雄

高倉　文嗣

高沢　　至

高野　三枝

高橋謙太郎

高橋　三郎

高橋　善昭

高松　弘明

高森　正人

高柳　　昭

竹内　尚人

竹越　忠美

竹下　　剛

武田　公男

竹田　康男

立浦　秀丸

田中　庸雄

谷　久仁子

谷　　吉雄

谷垣　　学

谷口　　透

谷本　　門

谷屋　隆雄

田丸　忠良

田村　敏博

田谷　　正

多留　淳文

太郎田　実

丹保　　潤

筑田　正志

柘植　英一

辻口　　大

辻阪　文夫

土島　秀樹

土田　勝雄

土谷　　保

土屋美津保

経田　政人

寺島　良彦

寺中　正昭

天日喜代治

任田　道夫

徳田　京子

徳田　剛爾

轟　　清二

轟　千栄子

刀祢　恒夫

冨田冨士夫

登谷　栄作

洞庭　賢一

直井　長朗

仲井　信雄

中内　義幸

中川　栄一

中川　忠夫

中川　寛忠

中川　　真

中崎　　聡

中嶋　和久

中嶋　和喜

中島　　真

中島　啓雄

中田　　理

中田　芳夫

中谷　欣二

中谷　喜彦

中藤　秀明

中野　一郎

中村耕一郎

中村　　聡

中村　　勉

中村　英夫

中本　亮夫

中屋昭次郎

中山春比古

中山　　渉

永井　　豊

長尾　　信

長岡　梧郎

永田　　巽

永田　大利

納藤　眞生

新沢　　茂

新井田　毅

西木　哲夫

錦木　太門

西島　啓輔

西田　直巳

西村　邦雄

西村　浩一

西村　一志

新田　修治

額 　 　 修

額　　浩一

野口　隆俊

野崎外茂次

野尻　孝司

能登　康夫

野村　泰三

蓮井　克夫

蓮井　正樹

蓮池　　徹

長谷他家志

長谷川雄一

服部　　真

浜田　重雄

浜野　純也

早川　浩之

早川　康浩

林 　 　 茂

林　　清次

林　　洋司

林　　律子

原　　和人

春木　敏男

坂東　平一

東　　裕文

東野　音信

東山　一博

東山　卓嗣

平沢　好武

平田　米里

平松　昌司

平丸　義武

広崎　晃雄

福島　順二

福田　　学

福村　　順

藤井　正行

藤井　博之

藤井　　勝

藤沢　昭三

藤田俊太郎

藤田　士郎

藤邑　　昭

藤村　和昌

藤邑　守成

藤本　敏博

藤本　弘隆

二口喜八郎

舩木　宏美

舩本長一朗

不室　徳治

古川　　信

古田　和雄

古谷　健二

細川外喜男

堀江　一成

毎田　　恒

前川　　馨

前田　邦彦

牧野　邦男

益野外志雄

升谷　一宏

馬瀬慶一朗

真館修一郎

松井　博嗣

松浦　健伸

松田　研吾

松田　貞治

松田　健志

松田　知之

松沼　恭一

松葉　　明

松原　一夫

松原　完也

松原　五郎

松本　光一

松本　吉典

的場　宗敏

丸岡　達也

丸山　利彦

三木　　甫

水野紘八郎

水野　徳美

水本　　潔

溝口　　尚

見谷　　巌

湊　　浩志

三林　　裕

宮岸　清司

三宅　　靖

宮下　　修

宮下　　敏

宮下　隆司

宮下　友吉

宮下　裕至

宮田　三郎

宮田　英利

宮本　一也

宮本　正哉

宮森　邦夫

向 　 　 歩

向　　将裕

向出　雄二

武藤　一彦

宗広　忠平

村上　尚正

村上　英樹

村上　英徳

村山　隆司

室野　　繁

持木　　太

望月　雄二

森岡　尚夫

森下　　裕

森田　孝文

守友　宏嘉

矢ヶ崎英樹

八木　伸治

柳下　邦男

安井健次郎

安田紀久雄

安田　健二

安田　清平

八十島昂甫

谷内　信幸

谷内　宏充

柳沢　深志

柳沢　良樹

矢原　孝雄

山上　正彦

山岸　範明

山岸　雅司

山岸　幸雄

山口　淳一

山口　成仁

山崎　雅都

山崎　芳治

山崎　芳文

山下　文雄

山下　正洋

山田　優子

大和　一夫

大和　一成

山本　和利

山本　　悟

山本　達也

山本　鉄郎

山本　典子

山本　善明

湯浅　幸吉

湯浅　幹也

結城　幸治

横浜　外雄

横山　　隆

由雄　裕之

吉澤　　久

吉田　明彦

吉田　千尋

吉村　卓也

米田　正夫

力丸　　修

若林　謙二

若林　　等

若林　幹雄

早稲田勝治

早稲田健一

渡辺　博之

渡辺　文生

渡部　礼二

和田　清聡

和田　紀久

池本　敏彦

伊藤　常吉

小野木豊茂

小野江正臣

加納　昭彦

北野　　博

佐藤　尚夫

中島　祐治

西木　哲也

野口　卓夫

牧田　智絵

松島　　実

和田　　汪

加入年齢 1口掛金（月額） 

50～54歳 2,520円 
55～59歳 2,700円 
60～64歳 2,840円 
65～69歳 
70～74歳 

3,410円 
5,680円 

加入年齢 1口掛金（月額） 

25～29歳 950円 
30～34歳 1,170円 
35～39歳 1,460円 
40～44歳 1,820円 
45～49歳 2,180円 

●保険金額および掛金 
○ 保障月額／1口10万円（30口まで） 
○ 給付期間／1年間 
○ 免責期間／7日間 

●加入資格 
保険医協会の休業
保障に満口加入し
ている会員で、現
在健康かつ業務に
従事されている方 

ここが 

魅力!!
ここが 

魅力!!

① 最高保障月額300万円 
 （従来の休保とは別に給付されます） 

② 既往症があっても 
 告知すれば他の疾病は給付（加入できない疾病もあります） 
③ 掛金は法人負担で損金 
 （青色申告の事業主が加入者の場合は必要経費不可） 

④ 74歳まで加入可（75歳で脱退） 
⑤ 掛金の20％が戻る（無事故の場合） 
⑥ 団体割引で掛金が安い（個人で加入するより10％安い） 

2/1～2/28
普及期間 第2休業保障受付中 2002 

年度 

ご
賛
同
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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私
が
理
解
で
き
た
こ
と
、
興

味
を
持
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の

み
報
告
し
ま
す
。

た
だ
し
、
一
部
、
私
の
創
作

が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

一
昨
年
発
足
し
た
ば
か
り
の

研
究
部
会
は
、
も
っ
と
協
会
と

し
て
の
ス
タ
ン
ス
は
斯
く
あ
る

べ
し
と
明
確
な
意
思
表
示
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
で
一

致
し
た
。
現
在
、
協
会
内
部
で

は
学
術
研
究
に
た
い
す
る
認

識
、
期
待
が
薄
い
よ
う
だ
。

も
と
も
と
保
団
連
で
は
学
術

と
社
保
が
一
緒
に
混
在
し
て
い

た
く
ら
い
で
、
研
究
に
対
す
る

取
り
組
み
が
希
薄
で
は
あ
っ

た
。
し
か
し
、
何
の
た
め
に
研

究
部
会
の
活
性
化
が
要
求
さ
れ

て
い
る
の
か
、
会
員
を
納
得
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大
き

な
研
究
が
可
能
と
な
る
潜
在
能

力
を
秘
め
て
い
る
団
体
で
も
あ

る
。
こ
の
潜
在
的
パ
ワ
ー
を
活

用
で
き
れ
ば
、
国
民
に
期
待
さ

れ
る
団
体
と
し
て
評
価
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
よ
う
に
思
う
。
こ

れ
か
ら
は
医
師
も
生
涯
学
習
を

し
、
大
学
で
は
で
き
な
い
よ
う

な
研
究
を
し
、
成
果
を
上
げ
れ

ば
、
社
会
的
評
価
、
地
位
向
上

が
期
待
で
き
る
。
そ
れ
が
医
療

に
対
す
る
不
信
感
を
や
わ
ら
げ
、

医
療
費
の
抑
制
を
食
い
止
め
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
さ
れ
る
と
い
う
理

由
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。

具
体
的
背
景
と
し
て
は
、
大

規
模
研
究
は
も
は
や
大
学
で
は

困
難
と
な
っ
て
い
る
故
、
開
業

医
が
主
導
権
を
取
り
実
施
す
る

し
か
な
い
状
況
に
あ
る
ら
し

い
。
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
い
う
と

こ
ろ
だ
。
ま
た
、
リ
タ
イ
ア
し

た
大
学
教
授
な
ど
が
開
業
し
、

研
究
発
表
す
る
な
ど
、
開
業
医

の
質
の
向
上
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
状
況
が
あ
る
。

こ
の
絡
み
で
、
医
療
研
究
集

会
は
も
っ
と
格
調
高
い
も
の
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
私
は
主
張

し
た
。
医
科
の
方
は
、
年
々
質

の
向
上
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
歯
科
は
ま
っ
た
く
そ
う

は
思
え
な
い
。
集
会
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
、
安
易
に
ど
ん
な

演
題
で
も
受
け
入
れ
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。
純
粋
に
講
演
を
聞

き
た
い
人
の
数
を
ま
す
ま
す
減

ら
す
こ
と
に
な
る
。
保
団
連
の

医
療
研
究
集
会
の
名
を
貶
め
る

何
者
で
も
な
い
。

石
川
の
理
事
会
で
も
発
言
し

た
が
、
ど
れ
も
同
じ
発
言
時
間

で
は
な
く
て
、内
容
を
吟
味
し
、

適
当
と
み
な
さ
れ
た
演
題
に
は

十
分
な
時
間
を
割
り
振
る
よ
う

お
願
い
し
た
。そ
の
た
め
に
は
、

二
、
三
カ
月
前
に
、
時
間
延
長

希
望
者
は
原
稿
を
査
読
委
員
会

に
提
出
す
る
。
座
長
は
認
可
し

た
演
題
に
つ
い
て
十
分
な
質

問
、
検
討
課
題
を
準
備
し
、
演

題
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
研
究
部
会
の
中

で
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
る

に
留
ま
っ
た
（
査
読
す
る
人
員

の
確
保
な
ど
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の

確
保
が
さ
れ
て
い
な
い
状
況

と
、
開
催
地
が
毎
年
変
更
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
経
験
が
次
年

度
に
生
か
さ
れ
難
い
。
申
し
送

り
は
あ
る
の
だ
が
、
生
き
た
状

態
で
引
き
継
が
れ
る
か
は
別
問

題
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
）。

し
か
し
、
来
年
の
神
奈
川
県

の
大
会
で
は
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
設
定
し
、
特
に
興
味

の
あ
り
そ
う
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、で
き
る
だ
け
時
間
を
割
き
、

理
解
・
関
心
を
高
め
よ
う
と
努

力
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

医
科
の
研
究
は
、
メ
ガ
ス
タ

デ
ィ
な
ど
に
お
い
て
期
待
で
き

そ
う
で
あ
る
が
、
歯
科
は
全
国

的
に
ま
だ
ま
だ
十
分
な
レ
ベ
ル

に
達
し
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
医
科
に
お

願
い
を
し
て
き
た
。
①
統
計
学

的
考
察
が
弱
い
の
で
、
医
科
の

先
生
方
に
そ
の
デ
ザ
イ
ン
や
、

統
計
学
的
手
法
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
体
制
を
作
っ
て
欲
し
い
。
②

歯
科
の
研
究
部
会
や
、
医
療
研

の
査
読
委
員
は
全
国
で
募
集

医
科
歯
科
共
同
で 

歯
科
の〝
研
究
〞の
充
実
を
願
っ
て 

医
科
と
の
協
力
が
成
功
の
カ
ギ 

平
田
　
米
里（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

2001年12月16日 
ホテルサンルート新宿 

二
〇
〇
一
年
度
保
団
連
第
二
回
研
究
会 

し
、
ネ
ッ
ト
で
結
ぶ
。
③
テ
ー

マ
は
医
科
歯
科
共
同
部
会
な

ど
、
双
方
の
参
加
す
る
会
を
作

っ
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
発
掘

す
る
。
す
で
に
課
題
と
し
て
考

案
さ
れ
て
い
る
も
の
は
ア
レ
ル

ギ
ー
、
歯
肉
増
殖
とC

a

代
謝

拮
抗
剤
歯
周
疾
患
と
狭
心
症
、

マ
イ
ナ
ー
ト
ラ
ン
キ
ラ
イ
ザ
ー

と
虫
歯
、
な
ど
な
ど
。

最
後
に
、
北
海
道
の
豊
島
部

長
が
来
期
の
保
団
連
理
事
と
、

研
究
部
会
長
を
辞
退
す
る
こ
と

を
明
言
さ
れ
た
。「
十
九
年
間

保
団
連
の
役
員
を
務
め
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
は
若
い
人
の
時

代
だ
、
私
は
引
退
す
る
」
と
。

研
究
部
会
で
私
と
た
だ
二
人
の

歯
科
医
で
、
尊
敬
し
て
い
た
人

の
引
退
発
言
は
少
な
か
ら
ず
シ

ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
北
海
道
は
定

年
六
十
歳
。「
い
つ
ま
で
も
年

寄
り
が
居
座
る
も
ん
じ
ゃ
ナ

イ
！
」と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
書
は
協
会
の
大
先
輩
、

大
石
博
司
先
生
が
自
費
出
版

さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ

る
。
第
三
代
新
聞
部
長
、
産

婦
人
科
医
、囲
碁
の
有
段
者
、

手
品
師
、
と
ま
あ
多
す
ぎ
る

ほ
ど
の
才
能
に
あ
ふ
れ
た
方

で
あ
る
が
、
実
は
文
才
は
そ

の
中
で
も
ひ
と
際
輝
い
て
い

る
。第

一
章「
私
だ
け
の
歴
史
」

で
は
先
生
の
主
に
開
業
す
る

ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
綴
ら

れ
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
真

っ
只
中
。
門
前
へ
八
歳
で
た

だ
一
人
疎
開
す
る
。
時
に
一

人
称
、
ま
た
、
三
人
称
で
語

ら
れ
る
文
章
は
揺
れ
動
く
少

年
の
心
情
が
独
特
の
余
韻
を

持
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
野

良
仕
事
か
ら
帰
っ
た
家
の
中

に
漂
う
焼
き
芋
の
香
り
…
、

何
と
も
切
な
く
悲
し
い
。

第
二
章「
診
療
の
中
か
ら
」

で
は
先
生
の
遭
遇
し
た
診
療

で
の
数
々
の
修
羅
場
が
描
か

れ
て
い
る
。
同
じ
外
科
を
志

す
者
と
し
て
、
文
章
を
覆
う

緊
迫
感
に
思
わ
ず
手
を
握
り

締
め
て
し
ま
う
。
一
つ
ひ
と

つ
の
文
章
が
若
い
先
生
に
対

す
る
道
し
る
べ
で
あ
り
な
が

ら
同
時
に
上
質
な
サ
ス
ペ
ン

ス
小
説
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
章「
日
常
の
中
か
ら
」

は
、
実
に
様
々
な
文
章
構
成

と
な
っ
て
い
る
。
読
者
の
多

く
が
、
共
有
し
て
い
る
で
あ

ろ
う
空
間
と
、
そ
し
て
登
場

人
物
。
そ
こ
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
数
々
の
事
件
。
そ
し
て

さ
り
気
な
い
教
訓
。
お
仕
着

せ
に
な
っ
て
い
な
い
が
故

に
、
自
然
に
読
む
者
に
共
感

を
抱
か
せ
る
。
実
に
巧
み
で

あ
る
。

第
四
章
「
小
さ
な
マ
イ
ン

ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
は
本
紙

に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
誰
も
が
身
に
覚
え
が
あ

り
、
唸
っ
て
し
ま
う
事
象
が

実
に
鮮
や
か
に
解
き
明
か
さ

れ
て
い
る
。
心
理
学
の
造
詣

が
深
い
著
者
の
面
目
躍
如
の

感
が
あ
る
。

本
書
は
一
見
雑
多
な
文
章

の
集
合
体
に
見
え
る
が
、
そ

の
中
に
流
れ
て
い
る
の
は
、

多
感
な
少
年
時
代
に
培
わ
れ

た
先
生
の
感
性
で
あ
り
、
人

間
と
し
て
の
優
し
さ
で
あ

る
。
そ
れ
が
医
者
と
し
て
の

原
点
で
あ
る
こ
と
が
隠
れ
た

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

「
知
っ
て
い
る
こ
と
を
読

む
の
を
α
読
み
、
知
ら
な
い

こ
と
を
読
む
の
を
β
読
み
」

と
本
書
に
書
か
れ
て
い
る

が
、
ま
さ
し
く
本
書
は
β
読

み
と
し
て
、
読
む
度
に
新
た

な
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
に

違
い
な
い
。

最
後
に
、
こ
の
一
文
は
書

評
と
言
う
に
は
お
こ
が
ま
し

く
、
未
熟
な
後
輩
の
読
書
感

想
文
と
い
う
こ
と
で
お
許
し

い
た
だ
き
た
い
。

新刊案内  

大
石
博
司
会
員
が
エ
ッ
セ
イ
集 

『
父
の
超
能
力
』 

  

　
　
　
　
　
　
を
発
刊 

紹
介
者
　
大
平
　
政
樹（
金
沢
市
・
外
科
） 

A5判・226頁

本書をご希望の方は協会
事務局の杉野までお問い
合わせください。［ ］

ジェネリック医薬品の推奨と斡旋について

会員各位におかれましては、ご健勝にてご活躍のこととお喜び申し上げます。

平素は保険医協会への変わらぬご支援を賜り、厚くお礼を申し上げます。

さて、保団連は近年EBM～科学的根拠に基づいた医療～が強調されるなか

で、新たな医療改革運動の一環として、効果や副作用が不確かな新薬よりも、

国際的基準からみて評価が定まった「良質で安全かつコストの安い」ジェネリ

ック医薬品の普及を呼びかけてきました（詳細は『月刊保団連』９月号等参照）。

この度、当協会でも保団連の呼びかけを理事会で検討し、ジェネリック医薬

品の全国的な共同購入に参加することを決定いたしました。

先日お送りした「ジェネリック医薬品製剤カタログ」と「ジェネリック医薬

品価格表」は、医師による「医薬品選定企画委員会」（委員長　川崎保団連副

会長）によって、安全性、安定供給、情報提供、経済性などを基本に、３つの

基準に基づいて選定された医薬品の案内です。

現在のところ品目は限られていますが、徐々に増やしていく方向です。

会員の先生方におかれましては、保団連発行の『第一線医療に役立つ治療ガ

イドライン』とあわせて、先日お送りしましたジェネリック医薬品の案内を良

くご検討頂きましてご活用下さいますようご案内申し上げます。

尚、詳細な案内、共同購入システムにつきましては、案内をよくご覧下さい。

ご注文、お問い合わせは「M&D保険医ネットワーク」（大阪）の方へ、直接

ご連絡いただきますようお願い致します。

会員各位
2002年２月10日

石川県保険医協会
会長　高松　弘明

経営・共済部長　井沢　宏夫

新刊『向精神薬治療ガイドライン』が発行されました。
詳しくは『月刊保団連』2月号裏表紙をご覧ください。
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小
川
　
滋
彦（
金
沢
市
・
内
科
） 

お
サ
ル
先
生
新
年
号
は
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
？
　

「
お
サ
ル
先
生
」
シ
リ
ー
ズ

は
「
在
宅
医
療
入
門
」
と
題
し

な
が
ら
、
こ
の
連
載
の
当
初
か

ら
の
も
く
ろ
み
は
〝
地
域
医
療

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
提

言
〞
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た

め
に
行
き
着
い
た
私
な
り
の
回

答
の
ひ
と
つ
が
〝
Ｎ
Ｓ
Ｔ
（
栄

養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
、
栄
養
支

援
チ
ー
ム
）〞
で
す
。〝
Ｎ
Ｓ
Ｔ
〞

は
私
の
造
語
で
は
な
く
、本
来
、

病
院
医
療
に
お
け
る
チ
ー
ム
医

療
の
一
形
態
で
あ
り
、
す
で
に

県
内
の
一
部
病
院
で
始
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
が
地

域
医
療
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

役
立
つ
の
で
し
ょ
う
か
？
　
高

齢
者
や
障
害
を
持
っ
た
人
々
に

と
っ
て
、
繰
り
返
す
肺
炎
や
褥

瘡
な
ど
は
し
ば
し
ば
栄
養
不
良

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
栄
養
を
よ
く
す
る

こ
と
が
そ
の
予
防
で
も
あ
り
治

療
で
も
あ
る
の
で
す
が
、従
来
、

栄
養
療
法
は
ま
っ
た
く
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
体
系
化
さ
れ
て
お

ら
ず
、
病
院
・
施
設
・
在
宅
で

ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
地

域
住
民
の
不
安
の
一
因
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
き

つ
い
言
い
方
で
す
が
、
退
院
イ

コ
ー
ル
衰
弱
死
で
は
困
る
の
で

す
）。

今
回
は
、
日
本
静
脈
経
腸
栄

養
学
会
役
員
で
も
あ
り
、
公
立

松
任
石
川
中
央
病
院
に
お
い
て

Ｎ
Ｓ
Ｔ
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
八

木
雅
夫
先
生
に
素
晴
ら
し
い
Ｎ

Ｓ
Ｔ
の
解
説
記
事
を
ご
寄
稿
い

た
だ
き
ま
し
た
【
九
面
】。「
栄

養
は
医
療
の
基
本
中
の
基
本
で

あ
る
」
と
い
う
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
地
域
基
幹
病
院
が
Ｎ
Ｓ

Ｔ
を
通
し
て
地
域
医
療
全
体
を

レ
ベ
ル
・
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
い

う
先
生
の
決
意
と
し
て
受
け
と

め
ら
れ
ま
す
し
、
私
た
ち
開
業

医
も
そ
れ
に
負
け
な
い
よ
う
に

在
宅
医
療
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
、
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て

福
音
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
在
宅
医

療
に
お
い
て
も「
チ
ー
ム
医
療
」

で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。

新
年
号
の
「
お
サ
ル
先
生
」

に
は
い
く
つ
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
ち
り
ば
め
て
お
き
ま
し
た
。

ト
ロ
ッ
コ
が
走
り
回
る
シ
ー
ン

が
あ
り
ま
し
た
ね
。
こ
れ
は
昨

年
の
「
車
い
す
講
座
」
講
師
・

丸
田
和
夫
先
生
の
ご
あ
い
さ
つ

に
あ
っ
た
「
車
い
す
の
究
極
の

目
的
は
〝
外
出
支
援
〞
で
あ
る
」

を
ヒ
ン
ト
に
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し

た
。
目
的
地
を
入
力
す
れ
ば
全

天
候
型
の
車
い
す
が
自
動
制
御

で
ど
こ
へ
で
も
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
を

想
像
し
て
書
き
ま
し
た
。

「
ち
ょ
っ
と
痴
呆
の
あ
る
九

十
歳
の
小
川
さ
ん
」
が
食
べ
ら

れ
な
く
な
っ
て
栄
養
障
害
に
な

り
、褥
瘡
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
訪
問
看
護
師
が
介
入

し
ま
す
が
、
食
事
を
摂
る
た
め

の
姿
勢
の
保
持
が
な
さ
れ
て
い

る
か
を
理
学
療
法
士
も
チ
ェ
ッ

ク
。
入
れ
歯
が
合
わ
な
か
っ
た

り
、
根
面
う
蝕
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
、
歯
科
医
師
が
往

診
、
続
い
て
歯
科
衛
生
士
も
。

嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
は
言
語
聴
覚
士

が
訪
問
し
て
行
い
ま
す
（
今
年

の
石
川
県
保
険
医
協
会
企
画

「
医
師
と
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
た

め
の
講
演
会
」
は
コ
レ
を
や
り

ま
す
！
　
そ
し
て
痴
呆
講
演
会

も
）。
訪
問
栄
養
士
は
、
言
語

聴
覚
士
と
相
談
し
な
が
ら
「
小

川
さ
ん
」
の
好
み
を
聞
い
て
、

何
を
ど
ん
な
風
に
調
理
す
れ
ば

食
べ
て
く
れ
る
の
か
を
検
討
し

ま
す
（
栄
養
士
の
方
か
ら
は
早

速
励
ま
し
の
お
便
り
を
い
た
だ

き
ま
し
た
！
）。

医
師
は
、
栄
養
補
助
療
法
が

必
要
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す

（
薬
剤
師
も
登
場
で
す
）。
も
ち

ろ
ん
、
栄
養
療
法
を
行
う
か
否

か
は
「
小
川
さ
ん
」
本
人
・
ご

家
族
と
十
分
相
談
し
ま
す
。

「
褥
瘡
を
治
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
強
い
意
向
が
あ
り
ま
す
の

で
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
東
口
高
志
編
、

医
歯
薬
出
版
、
八
百
円
＋
税
）

に
沿
っ
て
、「
消
化
管
が
安
全

に
使
え
る
状
態
」
な
ら
経
腸
栄

養
を
選
択
し
、
そ
れ
が
六
週
以

上
に
及
ぶ
よ
う
な
ら
胃
瘻
（
Ｐ

Ｅ
Ｇ
）
を
採
用
し
ま
す
。
消
化

管
が
使
え
な
い
状
態
に
限
り
、

中
心
静
脈
栄
養
を
採
用
し
ま

す
。
Ｐ
Ｅ
Ｇ
が
使
え
な
い
患
者

さ
ん
の
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
在
宅
中
心
静
脈
栄
養

療
法
も
押
さ
え
て
お
き
た
い

（
石
川
県
臨
床
内
科
医
会
で
は

九
月
二
十
一
日
に
大
阪
大
学
・

井
上
善
文
先
生
を
お
呼
び
し
て

「
在
宅
静
脈
栄
養
法
の
実
際
」

を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
）
。

こ
う
い
っ
た
一
連
の
栄
養
療
法

を
マ
ス
タ
ー
す
る
ド
ク
タ
ー
対

象
の
研
修
会
と
し
て
、
日
本
静

脈
経
腸
栄
養
学
会
の
北
陸
地
区

Ｔ
Ｎ
Ｔ
研
修
会
（
事
務
局
・
金

沢
大
学
心
肺
総
合
外
科
・
大
村

健
二
先
生
）が
お
す
す
め
で
す
。

来
る
四
月
二
十
、
二
十
一
日
の

丸
二
日
間
カ
ン
ヅ
メ
で
徹
底
的

に
勉
強
し
ま
す
（
要
予
約
）
。

八
木
先
生
や
私
も
講
師
で
す
。

あ
っ
、
そ
う
そ
う
。
第
四
回
北

陸
Ｐ
Ｅ
Ｇ
・
在
宅
栄
養
研
究
会

（
事
務
局
・
小
川
医
院
）
は
十

一
月
二
日
に
決
定
し
ま
し
た

（
当
番
会
長：

公
立
能
登
総
合

病
院
胃
腸
科
・
奥
村
義
治
先

生
）。さ

あ
、
肝
腎
の
褥
瘡
は
ど
う

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
一
昨
年

ご
好
評
い
た
だ
い
た
「
真
田
先

生
の
褥
瘡
講
座
」に
お
い
て
も
、

栄
養
と
褥
瘡
の
お
話
は
大
変
印

象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
あ

の
真
田
弘
美
先
生
が
当
番
会
長

と
し
て
、
こ
の
夏
、
第
四
回
日

本
褥
瘡
学
会
を
金
沢
へ
持
っ
て

来
ら
れ
ま
す
。（
下
記
）
褥
瘡

学
会
に
参
加
し
て
、
褥
瘡
治
療

の
新
し
い
知
見
を
勉
強
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

と
い
う
わ
け
で
、
今
年
も
元

気
な
企
画
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

皆
さ
ん
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

表
は
チ
ェ
ッ
ク
済
み
で
す
か
？

第４回日本褥瘡学会学術集会 in KANAZAWA
褥瘡管理をより科学的に、そしてより実践的に
─「真田先生の褥瘡講座」の真田弘美先生が学術集会長として開催─

●と　き：2002年８月30日（金）午前９時50分～31日（土）午後５時
●ところ：石川県立音楽堂（金沢市昭和町‐金沢駅直結）

金沢全日空ホテル
●プログラム
・あのブレーデンスケールのDr. Bradenによる特別講演

「褥瘡予防のエビデンス─予測の有効性─」Dr. BarbaraBraden
・米国の新進気鋭の褥瘡実践・研究者による招聘講演

「米国における高齢者の褥瘡の現状とチャレンジ」Dr. CourtneyLyder
・医療者でなくても当日参加できる開かれた講演会（どなたでも参加できます）

【特別公開講座】「21世紀の新老人」日野原重明（聖路加国際病院理事長）
・1人で学べる褥瘡管理

ぶらっと立ち寄って、褥瘡ケアのビデオを見たり、実践できたりするセルフラーニ
ングセンターを準備予定

・コンセンサスシンポジウム、シンポジウム、教育講演、パネルディスカッション、
一般演題（口演、ポスター）

・ランチョンセミナー、イブニングセミナー
・企業展示

■演題の申し込み、参加、宿泊に関しては、12月30日発刊の学会誌３巻３号及び褥瘡学
会ホームページ（http://ispu.org）をご覧ください。

■問い合わせ先：〒162‐0802 東京都新宿区改代町16番地
㈱春恒社内　日本褥瘡学会事務局　第4回日本褥瘡学会学術集会係

TEL 03‐3269‐6051／FAX 03‐3269‐6068 E-mail jokusou@shunkosha.com

本
紙
で
お
な
じ
み
の
「
お

サ
ル
先
生
」
こ
と
小
川
滋
彦

先
生
執
筆
の
本
で
す
。

本
紙
の
読
者
の
方
は
、
Ｐ

Ｅ
Ｇ
（
経
皮
内
視
鏡
的
胃
瘻

造
設
術
）
が
ど
ん
な
も
の
で

あ
る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う

が
、
十
年
前
に
は
、
ま
っ
た

く
認
知
さ
れ
て
い
な
い
手
技

で
あ
り
処
置
で
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
転
院
す
る
に
あ
た

っ
て
、
お
な
か
に
穴
を
あ
け

た
（
胃
瘻
）
患
者
さ
ん
を
受

け
入
れ
拒
否
す
る
施
設
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
が
、
十
年
後

の
現
在
は
、
逆
に
点
滴
、
経

鼻
経
管
栄
養
よ
り
胃
瘻
を
望

む
施
設
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
間
の
小
川
先
生
の
Ｐ
Ｅ

Ｇ
普
及
の
奮
闘
努
力
の
道
の

り
が
、
本
書
に
詳
し
く
書
か

れ
て
い
ま
す
。

医
療
関
係
者
も
ほ
と
ん
ど

知
ら
な
か
っ
た
Ｐ
Ｅ
Ｇ
で
す

が
、
こ
の
十
年
間
の
間
に
、

北
陸
地
区
に
お
け
る
Ｐ
Ｅ
Ｇ

の
認
知
度
、
普
及
率
が
全
国

一
番
に
な
っ
た
の
も
、
著
者

の
努
力
に
よ
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
最
終
医
療
は
、

ほ
と
ん
ど
が
病
院
で
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
介
護
保
険

の
導
入
に
よ
り
、
在
宅
、
施

設
で
の
管
理
が
大
き
な
位
置

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
な
か
で
一
番
の

問
題
と
な
る
の
が
栄
養
管
理

で
す
。
経
口
摂
取
不
良
の
患

者
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
病
院

に
お
い
て
は
、
高
カ
ロ
リ
ー

輸
液
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
医
療
制
度
改
革
、
介
護

保
険
制
度
の
導
入
に
よ
り
改

善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
現
状
に
お
い
て
Ｐ
Ｅ

Ｇ
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に

大
き
い
も
の
で
す
。

著
者
も
栄
養
管
理
を
今
後

の
課
題
と
考
え
ら
れ
、
本
年

新
年
号
で
も
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
次
々
と
活
動
範
囲
を

ひ
ろ
げ
ら
れ
る
著
者
は
、
現

在
も
忙
し
い
開
業
生
活
の
合

間
を
ぬ
っ
て
、
毎
週
土
日
は

全
国
各
地
を
回
り
、
Ｐ
Ｅ
Ｇ

普
及
に
努
め
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

著
者
は
、
ま
だ
四
十
歳
に

な
っ
た
ば
か
り
で
す
。
こ
の

書
は
、
こ
れ
か
ら
の
小
川
先

生
の
Ｐ
Ｅ
Ｇ
普
及
へ
の
新
た

な
ス
タ
ー
ト
地
点
で
の
決
意

の
書
と
信
じ
、
本
紙
購
読
の

皆
様
、
な
ら
び
に
在
宅
医
療

に
興
味
の
も
た
れ
る
方
に
一

読
を
お
薦
め
し
ま
す
。

新刊案内 PEGを味方にすれば 
　　町医者は病院に負けない!

紹介者 

竹田　康男（金沢市・内科） 

執筆　小川　滋彦（金沢市・内科） 

B6判・297頁／1冊1,800円＋税

●この本のお求め先は、保険医協会までお問い合わせ下さい。
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私
は
、
障
害
児
学
級
を
二
年

間
担
任
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

こ
で
、す
ご
く
学
ん
だ
こ
と
は
、

〝
子
ど
も
理
解
〞
で
あ
る
。
子

ど
も
か
ら
出
発
す
る
と
き
に
、

そ
の
子
を
ど
う
理
解
す
る
か
で

実
践
が
大
き
く
違
っ
て
く
る
。

初
め
て
、
子
ど
も
た
ち
に
出

会
っ
た
と
き
、『
は
ら
ぺ
こ
あ

お
む
し
』（
大
型
絵
本
）
を
読

ん
だ
。
反
応
が
少
な
く
、（
あ

れ
ー
、
子
ど
も
た
ち
は
興
味
が

な
い
の
か
な
あ
）
と
、
ち
ょ
っ

と
が
っ
く
り
し
た
。
す
る
と
、

相
棒
の
先
生
は
「
い
え
、
○
○

ち
ゃ
ん
は
、
ち
ら
っ
、
ち
ら
っ

と
見
て
い
た
よ
。
そ
れ
に
、
だ

れ
も
立
ち
歩
か
な
か
っ
た
じ
ゃ

な
い
。
と
い
う
こ
と
は
興
味
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
」

と
発
言
。
考
え
て
み
れ
ば
、
言

葉
を
表
に
表
現
す
る
子
が
一
人

か
二
人
し
か
い
な
い
の
に
、
私

は
無
意
識
に
言
葉
の
反
応
を
求

め
て
い
た
の
だ
。
な
る
ほ

ど
・
・
・
と
思
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
読
み
聞
か
せ
は

毎
日
、
朝
の
会
で
行
っ
た
。
す

る
と
、
ど
う
だ
ろ
う
。
私
が

「
そ
の
晩
、
あ
お
む
し
は
お
腹

が
痛
く
て
泣
き
ま
し
た
」
と
い

う
と
、
自
閉
症
で
あ
ん
ま
り
言

葉
の
出
な
い
は
ず
の
Ｙ
は
待
っ

て
い
た
よ
う
に
「
あ
ー
ん
、
あ

ー
ん
」
と
声
を
出
す
の
だ
。
次

の
日
、
そ
の
シ
ー
ン
が
近
づ
く

と
、
笑
顔
に
な
り
、
机
を
揺
ら

せ
待
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
そ

の
晩
・
・
・
」
と
言
う
と
「
あ

ー
ん
、
あ
ー
ん
」
と
泣
き
真
似

を
す
る
の
だ
。「
あ
っ
、
確
実
に

こ
の
作
品
は
Ｙ
に
と
っ
て
楽
し

み
に
し
て
い
る
作
品
な
の
だ
」

と
実
感
し
た
の
だ
。
そ
う
し
て

Ｙ
を
見
て
い
る
と
、
決
ま
り
文

句
の
「
そ
れ
で
も
お
な
か
は
ぺ

っ
こ
ぺ
こ
」
の
「
ぺ
っ
こ
ぺ
こ
」

を
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ゆ
っ

く
り
だ
が
確
実
に
作
品
を
楽
し

ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
、
Ｙ
は
音
が
出

て
く
る
も
の
、
決
ま
っ
た
パ
タ

ー
ン
が
あ
る
作
品
が
好
き
な
こ

と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
、

『
え
ん
そ
く
バ
ス
』『
よ
い
し
ょ

よ
い
し
ょ
』『
ふ
し
ぎ
な
ナ
イ

フ
』
な
ど
を
好
ん
で
読
む
こ
と

が
分
か
り
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
知

っ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

ま
た
、
こ
の
Ｙ
は
、
学
校
の

給
食
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
一
日

八
回
入
っ
た
。
私
は
最
初
、
問

題
行
動
で
い
た
ず
ら
し
て
い
る

の
だ
と
思
っ
て
い
た
。し
か
し
、

よ
く
見
て
み
る
と
、
Ｙ
は
、

「
先
生
、
こ
ん
な
お
も
し
ろ
い

も
の
が
こ
こ
に
あ
る
ん
だ
よ
。

一
緒
に
楽
し
も
う
よ
」
と
い
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
そ
こ

で
、
彼
の
好
き
な
遊
び
、
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
や
水
遊
び
を
一
緒
に

や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
遊
び
は
な
く
な
っ
た
。

こ
の
子
は
「
・
・
・
し
た
い
」

と
い
う
要
求
を
持
っ
て
い
て
、

そ
の
こ
と
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
か
っ
た
か
ら
、
あ
あ
い
う
行

動
に
出
た
の
だ
と
思
っ
た
。
一

緒
に
遊
ん
だ
り
学
ん
だ
り
し
て

い
る
う
ち
に
、
私
を
受
け
入
れ

て
く
れ
た
の
だ
。

こ
ち
ら
の
見
方
だ
け
で
見
て

子
ど
も
を
と
ら
え
る
の
で
な
く
、

言
葉
を
持
っ
て
い
よ
う
と
い
ま

い
と
子
ど
も
を
よ
く
見
て
、
い

か
に
要
求
を
見
つ
け
る
こ
と
が

大
切
か
を
学
ん
だ
二
年
間
だ
っ

た
。
そ
の
Ｙ
の
興
味
や
要
求
を

生
か
し
て
教
材
を
作
り
学
習
す

る
と
、
Ｙ
は
学
ぶ
喜
び
を
見
い

出
し
、「
先
生
、
早
く
や
ろ
う
」

と
い
う
行
動
を
起
こ
す
。
ま
す

ま
す
Ｙ
が
愛
お
し
く
な
っ
た
。

今
、
こ
の
Ｙ
は
私
の
通
常
級

の
ク
ラ
ス
に
交
流
学
習
に
来
て

い
る
。
Ｙ
だ
け
で
な
く
、
他
の

通
常
級
の
子
ど
も
を
と
ら
え
る

こ
と
に
も
こ
の
視
点
の
大
切
さ

を
実
感
し
て
い
る
。

シ
リ
ー
ズ 

▼
@0
▲ 

松
村
　

一
成 

「
子
ど
も
か
ら
出
発
」
に 

  

徹
底
す
る
こ
と 

小
学
校
教
員 

（
金
沢
市
在
住
） 

村
田
　
祐
一 

（
金
沢
市
・
小
児
科
） 

会員投稿 

「
雨
ニ
モ
ア
テ
ズ
」 

先
日
、
小
児
科
医
仲
間
の
メ
ー
ル
に
載
っ
た
戯
れ
歌
で
す
。
W

先
生
が
雑
誌
チ
ャ
イ
ル
ド
ヘ
ル
ス
に
あ
っ
た
も
の
を
紹
介
さ
れ
た

も
の
で
す
。
作
者
不
詳
だ
そ
う
で
す
。
現
代
の
風
潮
を
的
確
に
批

判
し
て
い
ま
す
。
自
戒
の
念
を
含
め
て
。
 

 
雨
ニ
モ
ア
テ
ズ 

風
ニ
モ
ア
テ
ズ 

雪
ニ
モ  

夏
ノ
暑
サ
ニ
モ
ア
テ
ズ 

ブ
ヨ
ブ
ヨ
ノ
体
ニ  

タ
ク
サ
ン
着
コ
ミ 

意
欲
モ
ナ
ク 

体
力
モ
ナ
ク 

イ
ツ
モ
ブ
ツ
ブ
ツ
　
不
満
ヲ
イ
ッ
テ
イ
ル 

毎
日
　
塾
ニ
追
ワ
レ 

テ
レ
ビ
ニ
吸
イ
ツ
イ
テ
遊
バ
ズ 

朝
カ
ラ
ア
ク
ビ
ヲ
シ 

集
会
ガ
ア
レ
バ
貧
血
ヲ
起
コ
シ 

ア
ラ
ユ
ル
コ
ト
ヲ
　 

自
分
ノ
タ
メ
ダ
ケ
考
エ
テ
カ
エ
リ
ミ
ズ 

作
業
ハ
グ
ズ
グ
ズ 

注
意
散
漫
ス
グ
ニ
ア
キ 

ソ
シ
テ
ス
グ
忘
レ 

リ
ッ
パ
ナ
家
ノ
自
分
ノ
部
屋
ニ
閉
ジ
コ
モ
ッ
テ
イ
テ 

東
ニ
病
人
ア
レ
バ
　
医
者
ガ
悪
イ
ト
イ
イ 

西
ニ
ツ
カ
レ
タ
母
ア
レ
バ
　
養
老
院
ニ
行
ケ
ト
イ
イ 

南
ニ
死
ニ
ソ
ウ
ナ
人
ア
レ
バ
　
寿
命
ダ
ト
イ
イ 

北
ニ
ケ
ン
カ
ヤ
ソ
シ
ョ
ウ
ガ
ア
レ
バ
　
ナ
ガ
メ
テ
カ
カ
ワ
ラ
ズ 

ヒ
デ
リ
ノ
ト
キ
ハ
　
冷
房
ヲ
ツ
ケ 

ミ
ン
ナ
ニ
勉
強
勉
強
ト
イ
ワ
レ
　 

叱
ラ
レ
モ
セ
ズ
　 

コ
ワ
イ
モ
ノ
モ
シ
ラ
ズ 
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中心静脈栄養などの栄養法は栄養

障害の治療に絶大な効果を発揮しま

す。しかし、敗血症やビタミン・糖

代謝異常などの致死的合併症を併発

する可能性もあるため、十分な管理

と同時に必要栄養所要量の算定や、

ビタミン・微量元素の過不足などの

栄養評価が必須です。不十分な輸液

療法の管理による院内感染の発生は

最近の新聞報道にもみられ、輸液栄

養管理のレベルの向上維持は最近の

重要な課題の一つです。Nutrition

Support Team（NST、栄養サポー

トチーム）は重篤な合併症を予防し、

栄養法本来の治療効果を十分に発揮

するためのチ－ム医療の１形態で

す。

NSTでは、代謝・栄養学を専門

とする医師、看護師、栄養士と薬剤

師など、複数の職種の人がそれぞれ

の専門的な立場から意見を出し合

い、それを集約して治療方針を決定

します。治療効果もまたＮＳＴによ

って評価され、思いこみや、職員同

士の連携不足によって発生する可能

性のある多くの問題が回避されま

す。具体的な役割としては、患者の

栄養評価、栄養障害の有無と栄養管

理が必要か否かの判定、適切な栄養

管理がなされているか否かのチェッ

ク、最適の栄養管理法の提言、栄養

管理に伴う合併症の予防と早期発

見・治療、栄養管理上の問題点の解

決、栄養管理に関する資材・素材の

統一、患者の早期退院や社会復帰の

援助、栄養管理に関する新しい知識

の啓蒙・普及などが挙げられます。

欧米では専属チームによるＮＳＴが

ほとんどで、多くは５～10人の専門

医師、看護婦、薬剤師、栄養士、秘

書らがチ－ムを組んでいます。しか

し、日本の病院の人員配置状況から

は、専属部署を設立することは困難

と言わざるを得ません。そこで、日

本静脈経腸栄養学会では、院内の各

部署から２～３人ずつのメンバ－を

選定し、一般業務を行いながらＮＳ

Ｔの仕事をも遂行する形態を推奨し

ています。

NST業務に関しては病院長直属

で、栄養管理上の問題点を回診やカ

ンファレンスで提示・検討し、提言

や検査結果を当該患者のカルテに記

載します。提言は主治医の診療方針

を拘束はしませんが、主治医には必

要な提言を尊重し受け入れることが

求められ、拒否するには正当な理由

が必要です。

一方、経口摂取に比べて、静脈栄

養や経腸栄養などの栄養治療には格

段の医療経費が必要です。現在の

「出来高方式」の診療報酬支払い方

式では、栄養管理にかなりの経費を

費やしても、逆ざやになることはあ

りません。これに対して、将来に導

入が予測される疾患別関連群包括支

払方式（DRG/PPS：Diagnosis

Re la ted Group /Prospect ive

Payment System ）では、現在の老

人慢性疾患外来総合診療や在宅総合

診療等と同様、実際にかかった額に

かかわらず、一定の診断名や状態に

対する一纏めの医療行為に対して一

定の診療報酬しか支払われません。

栄養治療は各疾患の基本的な治療法

でありますから、そのコストが高け

れば、レベルの低い医療機関は有効

な他の治療を継続することが困難と

なります。否応無く、栄養治療の質

の確保と同時に合理化努力が求めら

れます。

NSTの活動は医療の質を確保し

医療経済効率を高めるための戦略で

あると言えますが、地域基幹病院が

NSTを持つことによって、その地

域の栄養治療に関する医療の質の向

上とその効率化を目指すことができ

ます。具体的には①在宅症例を含め

必要な患者への適切かつ質の高い栄

養管理の提供②早期栄養障害の発見

と早期栄養療法の開始による重篤化

予防とそれによる治療期間の短縮と

経費削減③栄養療法による合併症の

減少（特に静脈栄養による敗血症発

生率の減少）④地域の罹病率・死亡

率の減少⑤医療スタッフのレベル・

アップなどの地域医療レベルの向

上、と同時に⑥適正かつ統一された

栄養素材・資材（輸液・経腸栄養ル

ートなど）を用いることによる病院

ならびに地域医院の医療維持経費の

削減⑦病院在院日数の短縮と入院費

の節減⑧在宅症例の再入院や栄養障

害に伴う疾病の重症化の抑制など、

地域医療圏での医療費の効率的な利

用効果も期待できるのです。

NSTの役割と効果
公立松任石川中央病院診療部長　八木　雅夫
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１．保険者　　　社会保険

２．年齢　　　　50歳（男性）

３．診療月　　　平成13年10月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成13年11月

５．病名・診療開始月

（1）家族性高コレステロール血症 平成９年５月６日

（2）急性胃炎 平成13年９月20日　中止

（3）胃潰瘍 平成13年10月１日

（4）胃癌の疑い 平成13年10月１日

（5）胆石症の疑い 平成13年10月13日

６．該当月の診療実日数　　3日

＜主治医の意見＞
査定内容はパリエット錠10mg 27×40→27×28です。

10月１日に30日分処方し、10月31日に10日分処方しました。胃潰瘍の病

名もついているので、１カ月処方は可能のはずです。

１カ月に処方できる範囲が42日分ということなので、31日来院時に10日

分だけ処方しました。よろしくお願いします。

＜保険医協会のコメント＞
168例は、当月診療開始の胃潰瘍に対してのパリエット錠10mgの減額査

定の事例です。

パリエットの投与に関する薬事法上の記載は、「一日一回10mg。症状に

より一日一回20mgを投与できる。胃潰瘍では８週間までの投与とする。

１回30日分投薬適用除外」となっています。

本件にこの条件を当てはめますと、当月１日診療開始の胃潰瘍であり、

最長総投与期間の８週間に関しては問題ありません。また、診療実日数が

３日なので１回の投薬日数14日分（14錠）×３日＝42錠までの投薬が可能

です。しかし、本件では、処方回数が２回となっていますので14日分（14

錠）×２＝28錠までの投薬しかできないことになります。このような理由

でレセプト一次審査（書類審査）の時点で28錠に減額査定されたものです。

ところで、１回に30日分の処方はパリエットに関してはできないことに

なっていますが、もし、処方回数が３回であったなら内１回は風邪薬など

全く別処方であっても薬剤一部負担に異動がなければ、書類審査では、す

んなりと通ってしまったことになります。このあたりは、書類審査の限界

ということになりますが、保険指導の時には、自主返還の対象となります。

以上、本件は、薬事法上30日投与の認められない薬剤に関する情報不足

から生じた査定事例であったということになります。

１．保険者　　　国民健康保険

２．年齢　　　　56歳（女性）

３．診療月　　　平成13年10月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成13年11月

５．病名・診療開始月

（1）大腸癌疑 平成13年10月29日　中止10月31日

（2）高コレステロール血症 平成13年10月31日

（3）直腸ポリープ 平成13年10月31日

６．該当月の診療実日数　　３日

＜主治医の意見＞
ラクテック500ｍl点滴注射・手技料 → 該当病名なし（110点減点）

ＣＦ施行時の血管確保のため、ラクテック500ｍl点滴を施行。

内視鏡検査時に血管確保することは、緊急時対応のための必要な処置と

考えます、特にセルシン注などにて鎮痛・抗不安効果を期待する反面、

sideeffectとしての血圧低下やショックに対する緊急処置対応のため不可欠

であります。特にCFでは施行中に多量のairを挿入するため、低血圧性シ

ョックを呈することも考えられ、血管確保はぜひ必要と考えられます。

PS：このような査定は私にとってCF施行歴18年間ではじめてであります。

＜保険医協会のコメント＞
第169例は結腸内視鏡検査時に静脈確保をしたところ、過剰診療として

査定された事例です。

検査時に使う局麻剤リドカインや鎮静剤ジアゼパムには常に呼吸抑制や

ショックなどのリスクが伴います。検査をするにあたり、そのことをどれ

だけの比重をもってインフォームドコンセントしているか、安全対策とし

て、少なくとも静脈確保しておく必要がどれほどあるのかというような議

論をすべき次元の問題ではないような気がします。いったん事故が起きれ

ば、静脈確保がしてあったか無かったかで患者さんの予後は大きく左右さ

れるであろうし、訴訟にでもなれば静脈確保がどれほど医師側に有利に作

用するかなど明らかなところです。

一方、現実の保険診療では、保険制度の財政事情などから、すべての医

療行為に対して十分なセーフティネットを用意することを認めていないの

も事実です。従ってすべての処置患者等に対して静脈確保をすれば査定さ

れるという結果になります。まるで「保険医さん、事故が起きれば運が悪

かったのです。あきらめなさい。後はあなたの責任で対処しなさい。」と

でも言っているようです。しかし、これが現実なのも事実です。

そこで、本件についてですが、リドカインやジアゼパムを使用する必要

のあるような手技操作では、これらの薬剤の持つリスクを考えると、静脈

確保がなされても何ら問題はないと考えられます。個々の患者という立場

で検査にあたって静脈確保が必要な事例であったことを理由として、再審

査請求すべき査定ということになります。

１．保険者　　　国民健康保険

２．年齢　　　　51歳（男性）

３．診療月　　　平成13年10月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成13年11月

５．病名・診療開始月

（1）胃潰瘍（疑） 平成13年９月30日　中止10月３日

（2）慢性胃炎（急性憎悪） 平成13年10月３日

（3）高コレステロール血症 平成13年10月３日　

（4）胆のうポリープ 平成13年10月３日

６．該当月の診療実日数　　2日

＜主治医の意見＞
ラクテック500ml ウルチオU注・過剰（21点減点）

GIF（上部消化管内視鏡検査）施行時、血管確保（ラクテック500ml）す

ることは緊急時対応のための必要な処置と考えます。特にセルシン注など

にて鎮痛・抗不安効果を期待する反面、sideeffectとしての血圧低下やショ

ックに対する緊急処置のために不可欠であります。

GIF施行時のウルチオ注投与時は保険医療担当規則第20条四のイ（２）

に準じ投与しました。

＜保険医協会のコメント＞
第170例は、胃内視鏡検査時にウルチオＵ注を点滴内へ入れて投与した

ところ査定された事例です。

胃炎の適応のあるウルチオＵ注が慢性胃炎（急性増悪）と診断された患

者に対して投与が過剰であるという理由で査定されています。内視鏡実施

日に薬事法承認薬剤で治療することは、過剰診療であるというわけです。

そこで、いつものように、本件のレセプトより得られる情報から、ウルチ

オＵ注に関することについて診療の実際を推察してみます。

「前月30日初診、胃ガン疑いにて当月３日再診。予定していた胃内視鏡

検査を実施した。検査結果は当初疑った胃癌ではなく慢性胃炎の急性増悪

であった。内視鏡終了時、診断のついた時点で、当日の内服薬の投与は差

し控えた方がよいと判断した主治医は、継続中であった静脈ラインを利用

して、ウルチオＵ注による治療を行った。投薬は、翌日再来し、12点の薬

剤を14日分処方した。」だいたい以上のようなところであろうと思われま

す。この一連の医療行為には、何ら無理なところはなく、ウルチオＵ注の

点滴内投与も全く合理的といえます。

以上のように考えると、査定される理由が見あたりません。再審査請求し

てください。請求理由は、一連の医療行為の流れを述べればよいと思います。

話は変わりますが、前の第169例では結腸内視鏡検査時の静脈確保その

ものが査定されました。しかし、不思議なことに、本件では胃内視鏡時の

静脈確保は保険診療として適当であるということになっています。同じよ

うな薬剤を使った内視鏡検査で部位のみが違うということで適当であった

り不適当であったりしており、審査に統一性がないということになります。

このあたりからも、第169例の静脈確保の査定が理由のないものであるこ

とが伺えるようです。

胃内視鏡検査時のウルチオU注を点滴した査定事例 
＜第170例＞ 

結腸内視鏡検査時の静脈確保が過剰として査定された事例 
＜第169例＞ 

当月診療開始の胃潰瘍に対してパリエット錠10mgの査定事例 
＜第168例＞ 

『保険審査通信』に寄せられた相談事例
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毎晩、残業で自宅に戻ってくるのが午前様に

なるという銀行マンのＹ氏（当時44歳）が、あ

る日突然、激しい頭痛に襲われました。クモ膜

下出血でした。ある病院で手術を受け、リハビ

リ目的にて当院へ転院して来られたのは、今か

ら13年ほど前のことでした。右片麻痺で歩くこ

とも困難で、人の話を理解することや自分の名

前すら言うことができないという、全失語症状

態を呈していたのでした。ジェスチャーや書字、

そして、言葉というあらゆる手段を用いてもま

ったくコミュニケーションがとれないため、Ｙ

氏はいつもイライラしていました。言いたいこ

とを少しでも分かってあげられれば、Ｙ氏はも

ちろん奥さんもどんなに楽になられるだろうか。

STという仕事に携わっていながら患者さんから

の訴えが、分かってあげられない自分を責めま

した。

言語訓練を開始しても拒否的なＹ氏は、毎回、

訓練室の近くまでは来られるのですが、唯一動

かすことのできる左手を、入口の壁に押し当て

てふんばられ、部屋には一歩も入らず、病棟に

戻られるという日々が続きました。奥さんが夫

のガードを振り切り、車椅子を押しＹ氏と共に

なんとか訓練室に入って来られたとしても、訓

練用カードを出すと床に投げ捨て、５分もしな

いうちに、車椅子も十分にこげない左手で廊下

の方に向かわれてしまいました。

ある日のこと、まだ幼かった娘さんに奥さん

が聞かれたそうです。「誕生日に何が欲しい？」。

すると娘さんは即座に答えました。「何もいらな

いから、お父さんに歩いて欲しい。少しでも話

しができるようになって欲しい」と。その言葉

を聞いてから、Ｙ氏のリハビリに対する意欲が

大きく変化し、５分と座っていられなかった初

期のころが嘘のように思えるほど、訓練に取り

組めるようになったのです。品物や絵カードを

使い指示したものを選択（二者択一）してもら

ったり、日常生活によく使用する単語や短文を

聴き、「はい－いいえ」を手と首を使い表現する、

いわゆる聴覚的理解力の訓練から開始しました。

文字（漢字や平仮名）と品物や絵カードをマッ

チングする読解力の訓練も行い、少しずつです

が改善し、運動性失語タイプに移行していきま

した。さらに、自分や家族の名前や住所などを

言う訓練を導入し、書字訓練も行いました。

徐々に失語症状が改善してくると、Ｙ氏から

「計算は得意だから練習したい」「平仮名が書け

るようになりたい」という要望があり、退院し

てからも週２回のリハビリと自宅での課題プリ

ントを用いて訓練をしていきました。それから

３年…５年…と月日が過ぎ、毎年、年の始めに

Ｙ氏と相談し「今年１年間の目標」を決めて訓

練を行いました。年末には、今年一年間の成果

を総括し、次の年には新たな気持ちで取り組め

るように話し合いをしました。

家に閉じこもりがちだったＹ氏ですが、３年

ほど前から、バスやタクシーを利用して一人で

通院し、ディサービスを利用するようになられ、

行動範囲が広がりました。今では、奥さんと共

に名古屋にいる娘さんやお孫さんのところへも

電車で出かけられるまでになり、年に数回遊び

に来る小学生のお孫さんと「将棋」をするのを

楽しみに日々を過ごされているそうです。不明

瞭ながらも短文で話しができるようになられて

きており、漢字を書いて意志を伝えられること

も増えてきました。プロ野球の話をされたり、

時々、国会中継を見て、その内容を話してくだ

さる時があり、人生の上での先輩であるＹ氏か

らいろいろなことを教えていただきました。

今から思えば、Ｙ氏が失った言葉は大きいで

すが、奥さんの援助や励ましはもちろんのこと、

なによりも「娘さんの一言」が転機となりＹ氏

の人生が動いたのではないかと思われます。そ

して、発病から13年という長期に渡って、家族

が支えてこられたからこそ、今のＹ氏があるの

ではないかと思います。これからも、Ｙ氏やご

家族の方が言語訓練を希望される限り、Ｙ氏の

社会生活活動の向上に向けて少しでもお力にな

れるよう、援助させていただだきたいと思って

います。

「娘の一言」 

石川県言語聴覚士会・リレー寄稿〈8〉 

恵寿総合病院　医療技術部言語療法課 諏訪　美幸 （石川県言語聴覚士会キャラクター「イスタくん」） 

［同時開催：のみこみ困難な方のための嚥下食品展示（開演前）］ 

脳卒中－失語症に 
なって見えてきたもの 
─ 現役看護婦が発病し復職するまで ─ 
【日時】 2002年4月14日（日） 

午後1時30分開演（1時開場） 

【場所】 石川県リハビリテーションセンター 
【講師】 長谷川　幸子氏 

『リハビリ医の妻が脳卒中になった時』著者 

市民公開講演 

《入場無料》手話通訳・要約筆記・磁気ループつき 

現役の看護婦長として、医療の第一線で活躍してお
られた長谷川幸子氏が脳出血‐失語症になったのは
1993年のことでした。患者になると、医療者の目では見
えなかった問題の数々がいくつも浮かび上がってきたと
いいます。そして、患者になったからこそ見えたものがあっ
たそうです。今回は、夫で地域リハビリテーションの第一
人者でもある長谷川幹氏とともに来沢されます。お誘い
合わせの上、ぜひおいでください。 

〈主催〉 石川県言語聴覚士会 
〈協力〉 キューピー㈱、三和化学工業㈱、 
　　　　㈱フードケア、大生食品工業㈱ 
〈後援〉 石川県、金沢市、石川県医師会、石川県看護協会、 
　　　  石川県理学療法士会、石川県作業療法士会、 
　　　  石川県保険医協会、（福）石川県社会福祉協議会、 
　　　  石川県失語症友の会、 
　　　  石川県脳卒中リハビリテーション推進協議会、 
　　　  石川県医療ソーシャルワーカー協会（申請中を含む） 

設立2周年記念講演会のご案内（第1報） 

主催／社会福祉法人 石川県聴覚障害者協会 
共催／石川県立ろう学校、石川県立ろう学校同窓会、石川県聴覚障害者親の会、全国手話通訳問題研究会石川支部、石川県手話サークル連絡協議会、石川県要約筆記サークル連絡会、石川盲ろう者友の会 
 問い合わせ／石川県耳の日フェスティバル実行委員会　TEL（076）264‐8615  FAX（076）261‐3021

入場無料 

●日時／3月3日（日）耳の日 午前10時～午後4時まで 
●場所／石川県社会福祉会館 金沢市本多町3丁目1番10号 
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そ
れ
は
突
然
の
宣
告
で
あ
っ
た
。

「
君
、
肺
炎
だ
よ
！
か
な
り
重
症
の
」。

「
え
っ
？
」
と
驚
き
な
が
ら
先
ほ
ど
撮
っ
た
レ
線
写
真
を

見
る
。
右
肺
上
半
分
真
っ
白
。

「
即
入
院
、
絶
対
安
静
だ
よ
」
先
輩
先
生
の
説
明
も
上
の

空
。
突
然
、
時
に
目
に
す
る
死
亡
広
告
「
某
氏
死
去
、
六
十

余
歳
、
死
因
肺
炎
」
が
頭
に
浮
か
ぶ
。
恐
怖
に
お
の
の
き
な

が
ら
、
直
ち
に
入
院
し
た
。

こ
の
日
を
遡
る
こ
と
三
日
。
夜
八
時
ご
ろ
、
急
激
な
悪
寒

戦
慄
、
熱
三
十
九
度
。
咳
は
少
し
出
る
が
、
痰
は
ほ
と
ん
ど

出
な
い
。
坐
薬
で
強
く
発
汗
し
て
下
熱
す
る
。
一
晩
で
四
回

着
替
え
る
。
朝
起
き
る
と
比
較
的
楽
、
通
常
通
り
の
診
療
。

し
か
し
、
何
か
気
だ
る
い
。
三
階
の
自
宅
ま
で
階
段
を
上
る

と
息
切
れ
し
胸
が
キ
ュ
ー
ッ
と
な
る
。
も
と
も
と
狭
心
症
発

作
の
既
往
が
あ
り
、
内
服
を
継
続
し
て
い
た
の
で
「
心
の
臓

か
な
？
　
今
度
負
荷
心
電
図
を
検
査
し
て
も
ら
お
う
」、
と

思
う
。
夜
、
前
日
と
同
じ
。
そ
し
て
翌
日
は
楽
に
な
る
。
こ

れ
が
三
日
続
き
、
息
切
れ
だ
け
が
日
に
日
に
強
く
な
り
上
背

部
痛
も
生
じ
て
き
た
。
四
日
目
、
つ
い
に
心
の
臓
に
対
す
る

不
安
が
つ
の
り
先
輩
先
生
を
受
診
す
る
。

「
こ
の
ご
ろ
息
切
れ
が
す
る
ん
で
す
よ
。
負
荷
心
電
図
お

願
い
し
ま
す
。
三
日
前
か
ら
夜
に
な
る
と
熱
も
出
る
ん
で

す
」。

「
ま
ず
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
ろ
う
」。

写
真
を
撮
り
終
わ
り
負
荷
心
電
図
の
準
備
中
、
先
輩
先
生

の
「
待
て
待
て
！
」。
そ
し
て
冒
頭
の
宣
告
で
あ
る
。

午
後
五
時
緊
急
入
院
。
Ｃ
Ｐ
Ｒ
三
五
・
六
、
し
か
し
、
白

血
球
八
千
。
反
応
す
る
力
も
な
い
？
　
歳
の
せ
い
？
　
主
治

医
の
先
生
、
そ
ん
な
歳
で
も
な
い
の
に
不
思
議
で
す
ね
、
と

言
わ
ん
ば
か
り
に
苦
笑
う
。
午
後
七
時
か
ら
点
滴
開
始
十
時

過
ぎ
に
終
了
。
そ
れ
か
ら
が
往
生
し
た
。
寝
汗
で
数
時
間
ご

と
に
目
が
覚
め
、
そ
の
都
度
着
替
え
、
つ
い
に
は
着
替
え
が

無
く
な
り
、
さ
っ
き
脱
い
で
や
や
乾
い
て
る
の
を
着
る
始
末
。

四
日
目
か
ら
略
平
熱
に
な
り
、
寝
汗
も
な
く
な
っ
た
。
Ｃ
Ｒ

Ｐ
四
ま
で
回
復
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
安
静
が
必
要
と
念
を

押
す
主
治
医
の
先
生
。

実
を
い
う
と
、
三
十
代
後
半
に
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
肺
炎
に

罹
患
し
て
い
る
。
そ
の
時
は
高
い
熱
が
持
続
し
、
咳
、
痰
そ

し
て
胸
痛
も
強
か
っ
た
。
入
院
を
勧
め
ら
れ
た
が
断
り
、
在

宅
で
抗
生
剤
内
服
の
み
で
治
っ
た
。

三
十
年
後
の
今
回
、
そ
う
い
う
訳
に
は
行
か
な
か
っ
た
。

抗
生
剤
大
量
点
滴
、
絶
対
安
静
、
そ
し
て
二
週
間
の
入
院
で

あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ほ
ど
の
前
兆
も
無
く
突
然
重
症
化

し
て
い
る
。
こ
れ
、
幼
少
時
と
老
齢
時
に
特
徴
的
で
あ
る
。

わ
れ
老
齢
な
り
や
？

退
院
時
、
主
治
医
の
先
生
宣
わ
っ
た
。「
少
し
で
も
お
か

し
か
っ
た
ら
、
ま
ず
抗
生
物
質
、
ど
ん
な
種
類
で
も
よ
い
で

す
、
早
目
に
内
服
し
て
下
さ
い
」。
Ｃ
Ｒ
Ｐ
が
〇
・
四
、
胸

の
陰
影
も
ぐ
ん
と
縮
小
し
退
院
し
た
。

こ
の
ご
ろ
物
忘
れ
が
多
く
な
り
、
涙
も
ろ
く
も
な
っ
て
き

た
。
老
境
に
入
り
つ
つ
あ
る
の
か
な
？
　
で
も
肉
体
的
に
は

ま
だ
ま
だ
・
・
・
と
自
信
が
あ
っ
た
。
真
実
を
突
き
付
け
ら

れ
、
以
来
、
注
意
深
く
そ
れ
な
り
に
過
ご
し
て
い
る
。

前
兆

│
老
齢
の
…

柳
下
　
邦
男
（
金
沢
市
・
形
成
外
科
）
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僕
が
コ
ー
ヒ
ー
を
日
課
に
し

た
の
は
そ
う
古
い
こ
と
で
は
な

い
。
ビ
ル
の
三
階
に
あ
る
診
察

室
の
閉
塞
感
が
た
ま
ら
な
く

て
、
と
も
か
く
外
の
空
気
を
吸

い
た
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
昼
休

み
に
な
る
と
お
向
か
い
の
喫
茶

店
で
一
息
を
つ
い
て
い
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
カ
ウ
ン
タ

ー
の
中
で
熱
心
に
コ
ー
ヒ
ー
を

た
て
て
い
る
マ
ス
タ
ー
の
姿
が

目
に
入
っ
た
。
僕
が
熱
心
に
見

つ
め
て
い
る
と
、
視
線
に
気
づ

い
た
マ
ス
タ
ー
が
口
を
き
っ

た
。「
こ
れ
、
オ
ー
ル
ド
コ
ー

ヒ
ー
っ
て
い
う
ん
で
す
よ
」
。

い
く
つ
か
の
説
明
を
聞
い
て
、

僕
は
初
め
て
オ
ー
ル
ド
コ
ー
ヒ

ー
を
口
に
し
た
。「
頭
の
芯
を

貫
く
よ
う
な
苦
さ
」、
そ
れ
が

最
初
の
印
象
だ
っ
た
。
純
粋
で

ま
ろ
や
か
で
濃
密
な
苦
味
が
味

蕾
を
刺
激
し
体
中
が
そ
の
感
触

で
緊
張
し
た
。
し
か
し
、
や
が

て
コ
ー
ヒ
ー
が
喉
元
を
過
ぎ
る

こ
ろ
に
は
、
そ
の
感
触
は
夢
ま

ぼ
ろ
し
の
ご
と
く
薄
ら
い
で
、

後
に
た
ゆ
と
う
よ
う
な
甘
み
を

伴
っ
た
緩
和
が
訪
れ
る
の
で
あ

る
。
生
ま
れ
て
こ
の
方
、
体
験

し
た
こ
と
の
な
い
味
の
魅
惑
に

た
ち
ま
ち
僕
は
虜
に
な
っ
た
。

そ
れ
以
来
、
雨
で
も
雪
で
も
嵐

で
も
僕
は
あ
の
と
ろ
け
る
よ
う

な
苦
味
を
求
め
て
純
喫
茶
「
加

賀
」
の
ド
ア
を
押
し
た
。

「
オ
ー
ル
ド
コ
ー
ヒ
ー
は
生

豆
を
三
年
間
寝
か
せ
る
ん
で

す
。
そ
う
す
る
と
若
い
豆
に
は

な
い
マ
イ
ル
ド
で
こ
く
の
あ
る

味
が
で
る
ん
で
す
」。
マ
ス
タ

ー
は
、
今
挽
い
た
ば
か
り
の
オ

ー
ル
ド
ビ
ー
ン
ズ
を
ネ
ル
の
ド

リ
ッ
プ
に
入
れ
、
丁
寧
に
お
湯

を
注
ぐ
。
ポ
ッ
ト
の
注
ぎ
口
は

つ
ぶ
さ
れ
て
細
い
お
湯
が
注
げ

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

や
が
て
、
香
ば
し
い
コ
ー
ヒ
ー

の
香
り
が
沸
き
立
つ
よ
う
に
昇

っ
て
く
る
。
数
十
秒
間
む
ら
し

た
後
、
静
か
に
注
湯
す
る
と
、

粉
の
表
面
に
細
か
い
泡
が
立
ち

ゆ
っ
く
り
と
盛
り
上
が
っ
て
く

る
。
す
る
と
ネ
ル
の
フ
ィ
ル
タ

ー
か
ら
琥
珀
色
の
液
体
が
イ
ブ

リ
ッ
ク
（
コ
ー
ヒ
ー
を
温
め
る

銅
製
の
容
器
）
の
中
に
落
ち
て

い
く
。
出
始
め
の
少
量
を
ス
プ

ー
ン
で
受
け
て
「
こ
れ
が
最
高

に
美
味
し
い
の
で
す
」
と
マ
ス

タ
ー
が
笑
い
な
が
ら
語
り
か
け

た
。マ

ス
タ
ー
は
一
九
七
〇
年
に

こ
の
店
に
勤
め
、
以
来
三
十
一

年
間
、
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
き

た
。
マ
ス
タ
ー
を
支
え
て
い
る

の
は
「
こ
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
、
お

い
し
い
で
す
ね
」
と
い
っ
た
客

の
一
言
だ
。
彼
は
お
い
し
い
コ

ー
ヒ
ー
を
求
め
、生
豆
の
選
定
、

焙
煎
、
そ
し
て
抽
出
の
道
を
追

求
し
て
き
た
が
、
三
十
年
経
っ

た
今
も
道
は
続
い
て
い
る
と
言

う
。僕

は
、
あ
り
ふ
れ
た
嗜
好
品

に
こ
こ
ま
で
情
熱
を
注
ぎ
込
む

人
が
い
る
こ
と
に
心
を
打
た
れ

た
。
と
同
時
に
、
コ
ー
ヒ
ー
道

の
奥
の
深
さ
も
あ
ら
た
め
て
知

っ
た
。
十
六
世
紀
か
ら
現
在
ま

で
絶
え
る
こ
と
な
く
人
の
喉
を

潤
し
て
き
た
飲
み
物
だ
も
の
、

奥
が
深
い
は
ず
だ
、
と
一
人
納

得
も
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
僕
た
ち
の
青
春

は
コ
ー
ヒ
ー
を
抜
き
に
し
て
は

語
れ
な
い
。
学
生
時
代
の
喫
茶

店
は
若
者
文
化
の
中
心
を
な
し

て
い
た
。
僕
ら
は
一
杯
の
コ
ー

ヒ
ー
を
挟
ん
で
政
治
や
文
学
や

哲
学
や
宗
教
そ
し
て
恋
を
語
っ

て
き
た
。
議
論
で
乾
い
た
口
を

潤
す
の
は
甘
い
ジ
ュ
ー
ス
で

も
、無
味
乾
燥
な
水
で
も
な
く
、

芳
醇
で
苦
味
が
脳
髄
に
突
き
刺

さ
る
あ
の
味
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
僕
た
ち
は
本
能
的
に
感

じ
取
っ
て
い
た
。
喫
茶
店
の
マ

ス
タ
ー
は
友
人
、
先
輩
、
親
父

の
一
人
三
役
を
こ
な
し
な
が

ら
、
僕
達
の
喉
を
潤
す
に
ふ
さ

わ
し
い
一
杯
を
作
り
出
す
た
め

の
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
味
と
同

じ
く
ら
い
信
頼
し
合
え
る
存
在

感
が
喫
茶
店
の
マ
ス
タ
ー
に
は

あ
っ
た
。

今
、
僕
が
コ
ー
ヒ
ー
を
手
に

す
る
と
き
あ
の
時
代
の
す
べ
て

が
洗
練
さ
れ
た
苦
味
の
な
か
に

よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

時
が
経
ち
、
喫
茶
店
は
姿
を

消
し
た
。
希
薄
な
味
の
コ
ー
ヒ

ー
が
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
ド
ー
ナ

ツ
シ
ョ
ッ
プ
で
売
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
味
の
変
化
と
呼
応

す
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
取
り
巻

い
て
い
た
多
く
の
文
化
も
失
わ

れ
た
。「
昔
は
コ
ー
ヒ
ー
の
名

門
だ
っ
た
京
都
の
I
も
、
神
戸

の
N
も
、
み
ん
な
ダ
メ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
ね
」
と
マ
ス

タ
ー
は
残
念
そ
う
に
つ
ぶ
や

く
。思

え
ば
コ
ー
ヒ
ー
だ
け
で
は

な
い
。
多
く
の
職
人
の
素
晴
ら

し
い
技
術
が
、
後
継
者
不
足
や

採
算
性
や
時
代
感
覚
の
ず
れ
と

い
っ
た
理
由
で
消
え
て
い
っ

た
。
そ
の
中
に
は
日
本
人
の
生

き
方
、
文
化
の
源
を
学
ぶ
た
め

の
多
く
の
よ
り
ど
こ
ろ
が
あ
っ

た
は
ず
だ
。
時
代
の
流
れ
と
言

っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ

が
、
失
っ
た
も
の
の
大
き
さ
を

思
う
時
、
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
、
伝
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
を
確
か
な
目
で
見

定
め
て
、
時
に
は
命
に
代
え
て

も
守
り
通
す
こ
と
が
僕
た
ち
の

使
命
だ
、
と
粋
が
る
こ
と
が
多

く
な
っ
た
。
歳
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
マ
ス
タ
ー
の
オ
ー
ル

ド
コ
ー
ヒ
ー
を
僕
が
あ
と
ど
れ

く
ら
い
飲
む
こ
と
が
で
き
る
か

は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
僕

も
マ
ス
タ
ー
も
生
き
て
る
限

り
、
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
に
こ

だ
わ
り
続
け
て
い
く
だ
ろ
う
。

本
物
の
コ
ー
ヒ
ー
の
持
つ
魔
力

を
生
き
て
る
う
ち
に
知
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
僕
は
本
当
に

あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
し
て
僕
は
、
今
日
も
い
そ
い

そ
と
喫
茶
「
加
賀
」
の
ド
ア
を

く
ぐ
る
の
で
あ
る
。

囲 碁 
■出題者 
　七段  向井富治 （金沢市・内科） 

（
解
答
は
二
面
に
あ
り
ま
す
） 

白番です。黒の一線への一間飛
びが好手で生きているように見え
ますが、黒の駄目詰まりの欠点を
突いてコウに持ち込んで下さい。 

◎新年号クロスワードパズルの答え 

ゲンキハツラツ 
　正解者の中から抽選で10人の方に図書券（2,000円分）を
お送りします。（編集部） 

原稿募集中!
　読者の投稿を募集しています。 

医療制度や保険点数、地域のできごとや、福祉と

のかかわり、趣味や、旅行記などをお寄せ下さい。 
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